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令和４年度

特別養護老人ホーム庄の里（本館） 

（介護老人福祉施設）

（短期入所生活介護）

（介護予防短期入所生活介護）

   事業計画書

社会福祉法人 和福祉会

令和４年度事業計画書―1



 2 

１、基本理念 

  「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

組織目標 

「サービスを提供する中での気付きを声に出し、発信しチーム内で共有する」 

ユニット目標 

１丁目１番地目標 

「気づきからの対応を大切にして、個別に合ったケアを実践していく」 

１丁目２番地目標 

「ご利用者の生活を第一とし、職員個々の気付きを大切にし、リーダーを中心

にチームで協力して良いケアを実践する」 

１丁目３番地目標 

「気づきからの対応を大切にして、個別に合ったケアを実践していく」 

１丁目５番地目標 

「ご利用者の生活を第一とし、職員個々の気付きを大切にし、リーダーを中心 

 にチームで協力して良いケアを実践する」 

１丁目６番地目標 

「ユニット内での情報・気づきを職員間で共有し、職員で統一したケアを 

 行っていく」 

１丁目７番地目標 

「個々にあったサービスが提供出来るように、気づきをもとにユニット内で 

 情報共有を行い、質の高い支援をしていく」 

相談支援室目標 

 「ご利用者・ご家族・外部事業所と信頼関係を構築し、ニーズを引き出し 

  応える」 

医務室目標 

「気づきを声に出しご利用者様が、安心安全に生活が送れるよう介護士を 

 支援し統一したサービスの提供を行う」 

 

２、職員体制・職制・配置体制 

  管理者 １名 兼務 

医師 １名 嘱託医 

  生活相談員 1名以上 

  介護支援専門員 １名以上  

  管理栄養士 １名以上  

  介護職員 ２０名以上 

 
令和４年度事業計画書―2



 3 

  看護職員 ２名以上 専任 

  機能訓練指導員 1名以上  

 

３、入所定員・対象者 

  入所定員５０名（要介護認定３～５の方）※特例入所あり 

  ショートステイ入所定員１０名（要支援１，２・要介護１～５の方） 

 

４、利用料金 

  居室費 従来型個室１日１，１７１円 ２人部屋１日８５５円 

      ※上記の料金は基準費用額。減額制度あり。 

  食事代（朝食３７５円・昼食５３５円・夕食５３５円） 

      ※上記の料金は基準費用額。減額制度あり。 

  行事食は別途実費（２００～６００円）必要 

  電気代 １日５０円 

  おやつ代 １日３０円 

  事務管理費 １ヶ月１，０００円 

  理美容代 カット１，５５０円より ※予約必要・毎月第 2・4火曜日 

  その他日常生活用品は自己負担 

 

  特養サービス費（1日） 

介護度 
サービス費    

（多床室） 

サービス費    

（従来型個室） 

１ ５７３ ５７３ 

２ ６４１ ６４１ 

３ ７１２ ７１２ 

４ ７８０ ７８０ 

５ ８４７ ８４７ 

その他加算（１日） 

 ・個別機能訓練加算（Ⅰ）１２単位 

 ・個別機能訓練加算（Ⅱ）２０単位／月 

   ・栄養マネジメント強化加算 １１単位 

   ・再入所時栄養連携加算 ２００単位／回 

   ・日常生活継続支援加算 ３６単位 

   ・サービス提供体制強化加算（Ⅰ） ２２単位 

   ・サービス提供体制強化加算（Ⅱ） １８単位 
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   ・サービス提供体制強化加算（Ⅲ） ６単位 

   ・看護体制加算（Ⅰ） ６単位 

   ・看護体制加算（Ⅱ） １３単位 

   ・夜勤職員配置加算 ２２単位 

   ・外泊時費用 ２４６単位 

   ・初期加算 ３０単位 

   ・療養食加算 ６単位／回 

   ・精神科医師定期的療養指導加算 ５単位 

   ・生活機能向上連携加算 １００単位／月 

   ・看取り介護加算(Ⅰ) 

    死亡日以前３１日以上４５日以下 ７２単位 

死亡日以前４日以上３０日以下 １４４単位 

    死亡日前日及び前々日 ６８０単位 

    死亡日 １２８０単位 

   ・口腔衛生管理加算（Ⅰ） ９０単位／月 

   ・口腔衛生管理加算（Ⅱ） １１０単位／月 

   ・科学的介護推進体制加算 ５０単位／月 

   ・ADL維持等加算（Ⅰ） ３０単位／月 

   ・ADL維持等加算（Ⅱ） ６０単位／月 

   ・自立支援促進加算 ３００単位／月 

   ・褥瘡マネジメント加算（Ⅰ） ３単位／月 

   ・褥瘡マネジメント加算（Ⅱ） １３単位／月 

・経口維持加算（Ⅰ） ４００単位／月 

・経口維持加算（Ⅱ） １００単位／月 

・排せつ支援加算（Ⅰ） １０単位／月 

・排せつ支援加算（Ⅱ） １５単位／月 

・排せつ支援加算（Ⅲ） ２０単位／月 

・安全管理体制加算 ２０単位 

・介護職員処遇改善加算（Ⅰ） 

「介護報酬総単位数×サービス別加算率（8.3）×10」で計算された額に介護

保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 
   ・介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ） 

「介護報酬総単位数×サービス別加算率（2.7）×10」で計算された額に介護

保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 
※利用料金には減額の制度があります。 
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ショートステイサービス費（１日） 

介護度 サービス費 

要支援１ ４４６ 

要支援２ ５５５ 

要介護１ ５９６ 

要介護２ ６６５ 

要介護３ ７３７ 

要介護４ ８０６ 

要介護５ ８７４ 

その他加算 

 ・緊急短期入所受入加算 ９０単位／日 

   ・機能訓練指導体制加算 １２単位 

   ・サービス提供体制強化加算（Ⅱ） １８単位 

   ・サービス提供体制強化加算（Ⅲ） ６単位 

   ・夜勤職員配置加算 １３単位 ※要支援については算定なし 

   ・看護体制加算（Ⅰ） ４単位 ※要支援については算定なし 

   ・看護体制加算（Ⅱ） ８単位 ※要支援については算定なし 

   ・送迎加算 １８４単位 

   ・個別機能訓練加算 ５６単位 

   ・医療連携強化加算 ５８単位 

   ・療養食加算 ８単位／回 

   ・介護職員処遇改善加算  

「介護報酬総単位数×サービス別加算率（8.3）×10」で計算された額に介護保険

負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 
・介護職員等特定処遇改善加算 

「介護報酬総単位数×サービス別加算率(2.3)×10」で計算された額に介護保 

険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 
    ※利用料金には減額の制度があります。 
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５、勤務時間 

  介護職 早出１ ６：３０～１５：３０ 

      早出２ ７：００～１６：００ 

      早出３ ７：３０～１６：３０ 

      遅出１ １０：００～１９：００ 

      遅出２ １０：３０～１９：３０ 

      遅出３ １１：３０～２０：３０ 

      遅出４ １２：００～２１：００ 

      遅出５ １２：３０～２１：３０ 

      遅出６ １３：００～２２：００ 

      準夜勤 １４：３０～２３：３０ 

      夜勤１ ２１：３０～６：３０ 

      夜勤２ ２１：４５～６：４５ 

      夜勤３ ２３：３０～８：３０ 

      日勤  ８：３０～１７：３０ 

  看護職 早出  ７：３０～１６：３０ 

      遅出  ９：３０～１８：３０ 

      日勤  ８：３０～１７：３０ 

  機能訓練指導員 ８：３０～１７：３０ 

 

 

６、日常生活介護 

（１）食事 

食生活の重要性を認識し、栄養バランス・味付け・調理方法等につい

て、ご利用者ひとりひとりの身体的条件、嗜好等を配慮した食事を提

供します。食事は、ご利用者が健康で楽しい生活を送る上でもっとも

大切なものであることから、季節食・行事食も提供します。 

食事の時間 
朝食（７：３０～９：３０）昼食（１２：００～１４：００） 

夕食（１８：００～２０：００）おやつ（１５:００～１５：３０） 

水分補給 
食事時の他、１０時・１５時に、お茶・ジュース・紅茶・コーヒーな 

どご利用者の好みに応じて提供します。 

献立 
メニューの提示を行ないます。 

定期的に行なう嗜好調査等の結果をもとに献立の改善に努めます。 
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食事の形態 
ご入居者の咀嚼・嚥下の状態に応じて、主食・副食は複数の形態で提

供します。 

食事の介助 
食事は、基本的には各ユニットで召し上がっていただきます。ご利用

者ひとりひとりの状態に応じた食事介助を行います。 

行事食 元旦（おせち）、花見、敬老の日などには、行事食を提供します。 

 

（２）入浴 

一般浴槽、特殊浴槽の入浴方法を用意し、ご利用者の身体の状況に応

じた入浴サービスを提供します。入浴日は１人あたり週２回以上を原

則とし、ゆとりをもった入浴サービスを提供します。入浴できない方

に対しては、陰部洗浄・全身清拭・足浴を行い清潔保持に努めます。 

 

（３）排泄 

排泄は、可能な限りトイレをご利用いただきます。そのために、常に

トイレの清潔の保持に努め、快適に使っていただけるようにしていま

す。また、個人の排泄パターンを把握するために排泄記録をつけ、極

力おむつを使わない方向を目指していきます。 

 

（４）移動・移乗・体位変換 

ベッド、椅子、車椅子、トイレ、浴槽等の移動・移乗は安全性を十分

考慮し、ご利用者の身体の状況に合った方法で行ないます。また、杖、

歩行器、シルバーカー等の補助具を有効に活用し、出来る限り自立歩

行ができるよう援助します。 

自分で寝返りをうつことのできないご利用者に対しては、褥瘡（とこ

ずれ）を防止するために、体位変換の介助を行います。必要に応じて、

クッション、エアマット、褥瘡予防マット等を使用します。 

 

（５）口腔ケア 

口腔ケアは、毎食後実施します。ご利用者の状態に合わせて、歯磨き、

うがい、義歯の洗浄などを援助します。 
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７、健康管理 

  ご利用者が健康で快適な生活を送れるよう、疾病の早期発見・早期対応に

努め、生活の自立性を低下させないように援助します。 

日常の健康管理 
ご利用者の健康状態の細かな観察に努め、協力病院への連絡、職

員間の情報交換を図りながら、健康維持に努めます。 

定期健康診断 年１回、協力医療機関にて健康診断を実施します。 

体重測定 毎月１回実施します。 

体温・血圧・脈拍

等の測定 

週２回の入浴時および体調に変化がみられたときは、その都度、

体温・血圧・脈拍等の測定を実施します。 

食事・水分摂取お

よび排泄の把握 

チェック表により、毎日、食事・水分の摂取量を把握します。 

便秘時には下剤を投与し、排便コントロールを行ないます。 

医師の診察 

週 １ 回 、 協 力 医 療 機 関 の 医 師 が 来 診 し ま す 。         

（毎週木曜日の内科医師の往診・毎月 2回の精神科医師の往診） 

体調不良等がある場合、必要に応じて受診を行います。 

口腔衛生 
近隣の歯科医師、施設の歯科衛生士の指導のもと、ご入居者ひと

りひとりの口腔衛生介助の充実を図ります。 

服薬 
医師の診察のもと、病状に応じて、ご利用者に服薬していただき

ます。 

医療機関との連携 

協力医療機関やご入居者の、かかりつけ医との連携を密にし、日

常の健康管理について適切な指示を得るとともに、緊急時の受け

入れ先を確保します。 

夜間緊急時の対応 
看護職員が自宅待機し、看護職員が不在になる夜間・早朝のご利

用者の容態の急変に対応します。 

感染症等の予防対

策 

風邪やインフルエンザ、新型コロナウイルス等の感染症対策とし

て、ご利用者、ご来所者、職員に対して、うがいや手洗い、手指

消毒の励行等の周知に努めます。希望するご利用者に対してイン

フルエンザ等の予防接種を実施します。疥癬や食中毒等は、とく

にその予防に努めていきます。また、感染症対策のマニュアルを

作成します。 

職員の健康管理 
年２回の職員健康診断を実施するとともに、日々、職員の健康管

理に努めます。 
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８、機能回復訓練 

  ご利用者の健康維持・増進を図るとともに、関節の拘縮や血行障害の等の

緩和・予防のため、マッサージ等の物理療法を行ないます。また、職員間

での情報・意見交換を密にしながら、ご利用者の身体機能を回復すること

によって、利用者の生活の質の維持・向上を図ります。 

 

マッサージ 
ご利用者の身体の痛み・血行障害・筋肉の硬直等に対し、マッサ

ージを行い、その緩和・予防に努めます。 

拘縮の緩和と予防 
手足等の拘縮部分に対して、ストレッチや可動域訓練を行い、で

きる限り柔軟な関節を保つようにします。 

機能回復訓練 
ご利用者のご希望、身体の状況に応じて、歩行、移乗、立位保持、

座位保持等の訓練を行います。 

 

９、日常生活援助 

  生活の充実を図るため、ご利用者ひとりひとりの生活状況に応じた援助を

行います。 

居室環境の整備 

ご利用者の意向を尊重しながら、快適な居住空間を確保できるよ

うに努めます。介護の安全性を確保するため、必要に応じて居室

の変更をします。 

買物の代行 ご利用者のご要望に応じて、日用品の買い物を代行いたします。 

洗濯 日常衣類の洗濯を行います。 

理・美容 
毎月第２・４火曜日、理・美容師によるサービスを提供します。

（ご利用者実費負担） 

外出・外泊 
外出・外泊については、できる限りご利用者の意向に沿うように

します。 

移送サービス 
施設車輌を使ってのご利用者の都合による外出について、その運

転および乗車・降車時の介助を、有料で実施します。 

行政手続き等の代

行 

ご利用者のご要望に応じて、倉敷市等に提出する書類の代筆、申

請の代行を、その都度行います。 

要介護認定に関す

る代行 
要介護認定の更新・変更申請をご利用者に代わって行います。 
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１０、季節行事・余暇活動等 

  ご利用者に季節感を味わっていただくため、季節の行事を実施するととも

にクラブ活動、趣味の活動等の実施回数増や内容の充実を図り、ご利用者

が自ら選んで楽しくご参加いただけるようにします。また、地域との交流

に力を注ぐとともに、地域の学校をはじめとする団体・個人による訪問を

積極的に受け入れます。 

季節行事 

４月（お花見）７月（七夕）８月（夏祭り）９月（敬老会） 

１１月（文化展）１２月（クリスマス・忘年会・もちつき） 

１月（初詣）２月（節分）３月（ひな祭） 

地域行事 
７月（倉敷天領祭）９月（地域清掃）１０月（運動会） 

１１月（秋祭り、ふれあい祭り）３月（地域清掃） 

音楽会 
ボランティアの協力をいただきながら、さまざまな音楽会を企

画・開催していきます。 

誕生日会 ご利用者の誕生日に誕生日会を行います。 

クラブ活動 
茶道クラブ（月１回）  音楽クラブ（月１回） 

工作クラブ（月１回） 華道クラブ（月１回） 

外出の援助 

ご利用者のご要望に応じて、お花見や初詣等、行事で施設から外

に出ていただく回数を増やすとともに、散歩や買い物、外食等の

外出の援助に力を注ぎます。 

ボランティア 

地域の学校等、個人や団体によるボランティア活動を積極的に受

け入れ、ご入所者との交流の充実を図ります。また、ご来所しや

すい雰囲気づくり・環境づくりに努めます。 

１１、相談活動、苦情相談窓口、家族会等 

  ご利用者やご家族からの相談には、その都度対応し、ご利用者が安心して

生活できる環境づくりに努めていきます。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

① 管理運営上の相談・・・施設長、事務局長 

② 処遇上の相談・・・介護支援専門員、生活相談員、介護主任、

看護主任、ユニットリーダー 

③健康上の相談・・・医師、看護師 

④食事・栄養管理上の相談・・・管理栄養士 

⑤リハビリについての相談・・・機能訓練指導員 
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苦情相談窓口 

日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、

サービスの向上と改善を図ります。 

苦情解決窓口・・・生活相談員、介護支援専門員、第三者委員会 

家族会 

ご利用者のご家族等との積極的な意見交換を行い、ご利用者のサ

ービスの向上と処遇の改善を図るため、家族会を月１回（第２日

曜日）開催します。 

 

１２、事故防止、防災対策 

  ご利用者が安全、かつ快適に生活できるよう、建物設備等の維持管理、清

潔保持、転倒・ベッドからの転落等の事故の防止、急変時等の緊急対応の

迅速化、および防災対策の充実に努めます。 

建物設備等の維持

管理 

建物設備等を清潔、快適性、利便性、安全性の視点から常に点検

し、その維持管理、改善に努めます。 

事故の防止 

ご利用者の転倒や、ベッドからの転落等の事故を防止するため、

居室、食堂、廊下等の環境整備、またベッド、車椅子等の介護機

器の点検・整備を行うとともに、職員による見守りの強化を図り

ます。 

防災対策 

防災機器の定期的な点検を行うとともに、災害時に迅速かつ冷静

な判断、行動ができるよう、消防署の協力を得ながら、年２回の

防災訓練を実施します。 

緊急対応 
ご利用者の急変時の緊急対応が的確かつ迅速に行なえるように、

緊急時対応マニュアルを作成し、全職員への徹底を図ります。 

 

 

１３、ケアプランの作成 

  ご利用者の心身の状態を把握し、ひとりひとりのケアプランを作成し、そ

のプランに沿ってサービスを提供します。 

状態調査 
ご利用者の心身の状態を把握するため、年２回のモニタリングを

行ない、最低でも年１回プランの見直しを行ないます。 

サービス担当者会

議とケアプランの

作成 

介護職、看護職、機能訓練指導員、管理栄養士、生活相談員、介

護支援専門員によるサービス担当者会議を開催します。１年ごと

におひとりおひとりのケアプランを見直し・作成します。ご利用

者に対するサービスは、ケアプランに沿って提供します。また、

それまで提供してきたサービスの評価を行います。 
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１４、記録・会議・研修等 

  介護職員、看護職員、機能訓練指導員、管理栄養士、生活相談員、介護支

援専門員、それぞれの担当職員が連携してサービスを提供していくために、

記録、申し送り、会議を充実させていきます。ひとりひとりの職員の資質

の向上を図り、責任を持って職務に従事できるよう、各種の研修を実施し

ます。 

介護サービス記録 

① 介護ケース記録・・・ご利用者のひとりひとりの日々の状況、

生活の様子について、介護職員が記載します。 

② 看護ケース記録・・・ご利用者のひとりひとりの日々の状況、

とくに医療面に関して、看護職員が記載します。 

③ 介護日誌・・・その日に行なった介護サービス全般について、

介護職員が記載します。 

④ 看護日誌・・・その日に行なった看護サービス全般について、

看護職員が記載します。 

※上記記録について、記録システム上で記載及び管理 

 朝礼 
毎朝１回朝礼を実施し、口頭説明やサイボーズ等を使用して職員

に漏れなく、的確に伝達されるよう努めます。 

委員会活動 

施設サービス向上のため、以下の委員会を設置します。 

給食委員会、入浴委員会、排泄委員会、情報・広報委員会、余暇

委員会、夏祭り委員会、「ターミナルケア委員会、安全衛生委員

会、災害対策・事故防止委員会、身体拘束廃止委員会 ※QOL向

上委員会」 

 

１５、実習生の受け入れ 

  社会福祉士・介護福祉士・介護職員基礎研修・教職員等の資格取得のため

の実習については、可能な限り受け入れていきます。 

１６、EPA 介護福祉士候補者等の外国人材の受け入れ 
  日本の介護福祉士資格の取得を目指す外国人材を積極的に受け入れ、適正

な管理と育成を行います。 
１７、ボランティアの受け入れ 

  慰問ボランティア及びコミュニケーションボランティアの受入れを積極的

に行います。 

  ボランティアとのコミュニケーションを密にし、事前に面談をし、円滑に

活動が行なえるように配慮します。 
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令和４年度

特別養護老人ホーム庄の里（新館） 

（介護老人福祉施設）

（短期入所生活介護）

（介護予防短期入所生活介護）

   事業計画書

社会福祉法人 和福祉会
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１、基本理念 

  「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

組織目標 

 「サービスを提供する中での気付きを声に出し、発信しチーム内で共有する」 

 

ユニット目標 

  ２丁目１番地目標 

  「入居者様の言動に隠された思いに素早く気付けるようなサービスを提供する」   

２丁目２番地目標 

  「確実な申し送りと適切なケアで入居者様に安心して過ごして頂けるよう

なケアを行う」   

  ２丁目３番地目標 

「業務優先にならないよう、入居者様第一という事を忘れずケアを行い、 

ちょっとしたことでも職員同士で情報を共有していく」    

  ２丁目５番地目標 

  「情報共有が常に活発におこなわれるようユニット内の可視化をおこない、

入居者が穏やかに生活できるように努める」 

  ２丁目６番地目標 

  「日々の業務の中でこれくらいは大丈夫だろうとは思わず、素早く対応する」 

  ２丁目７番地目標 

  「基本を徹底し、確実に情報を共有する」 
 

  相談支援室目標 

   「ご利用者・ご家族・外部事業所と信頼関係を構築し、ニーズを引き出し 

    応える」 

医務室目標 

  「お互いの専門性を尊重し意見交換ができる職場環境作りを行いより良い 

サービスの提供を行う」 

 

２、職員体制・職制・配置体制 

  管理者 １名 兼務 

医師 １名 嘱託医 

  生活相談員 １名以上  

  介護支援専門員 １名以上   

  管理栄養士 １名以上 

 
令和４年度事業計画書―14



 3 

  介護職員 ２０名以上 ※看護師含む 

  看護職員 ３名以上 

  機能訓練指導員 １名 専従 

 

３、入所定員・対象者 

  入所定員６０名（要介護認定３～５の方）※特例入所あり 

  ショートステイは特養入居者居室の空床型とする 

（要支援１，２・要介護１～５の方） 

 

 

４、利用料金 

  居室費 １日２,００６円  

※上記の料金は基準費用額。減額制度あり。 

  食事代（朝食３７５円・昼食５３５円・夕食５３５円） 

※上記の料金は基準費用額。減額制度あり。 

  行事食は別途実費（２００～６００円）必要 

  電気代 １日５０円 

  おやつ代 １日３０円 

  事務管理費 １ヶ月１，０００円 

  理美容代 カット１，５５０円より ※予約必要・毎月第 2・4火曜日 

  その他日常生活用品は自己負担 

 

特養サービス費（1 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他加算（１日） 

 ・個別機能訓練加算 １２単位 

 ・個別機能訓練加算（Ⅱ） ２０単位／月 

   ・栄養マネジメント強化加算 １１単位 

 介護度 
サービス費    

（ユニット型個室） 

１ ６５２ 

２ ７２０ 

３ ７９３ 

４ ８６２ 

５ ９２９ 
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   ・再入所時栄養連携加算 ２００単位／回 

   ・日常生活継続支援加算 ４６単位 

   ・サービス提供体制強化加算（Ⅰ） ２２単位 

・サービス提供体制強化加算（Ⅱ） １８単位 

・サービス提供体制強化加算（Ⅲ） ６単位 

・看護体制加算（Ⅰ） ４単位 

   ・看護体制加算（Ⅱ） ８単位 

・夜勤職員配置加算 １８単位 

   ・外泊時費用 ２４６単位 

   ・初期加算 ３０単位 

   ・療養食加算 ６単位／回 

   ・精神科医師定期的療養指導加算 ５単位 

   ・生活機能向上連携加算 １００単位／月 

   ・看取り介護加算(Ⅰ) 

    死亡日以前３１日以上４５日以下 ７２単位 

    死亡日以前４日以上３０日以下 １４４単位 

    死亡日前日及び前々日 ６８０単位 

    死亡日 １２８０単位 

    ・口腔衛生管理加算（Ⅰ） ９０単位／月 

    ・口腔衛生管理加算（Ⅱ） １１０単位／月 

 ・経口維持加算（Ⅰ）  ４００単位/月 

       ・経口維持加算（Ⅱ）    １００単位/月  

    ・排せつ支援加算（Ⅰ） １０単位／月 

    ・排せつ支援加算（Ⅱ） １５単位／月 

    ・排せつ支援加算（Ⅲ） ２０単位／月 

・科学的介護推進体制加算 ５０単位／月 

    ・ADL維持等加算（Ⅰ） ３０単位／月 

・ADL維持等加算（Ⅱ） ６０単位／月 

    ・自立支援促進加算 ３００単位／月 

・褥瘡マネジメント加算（Ⅰ） ３単位／月 

・褥瘡マネジメント加算（Ⅱ） １３単位／月 

・安全管理体制加算 ２０単位／月 
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・介護職員処遇改善加算  

「介護報酬総単位数×サービス別加算率（8.3）×10」で計算された額に介護

保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 
・介護職員等特定処遇改善加算 

「介護報酬総単位数×サービス別加算率(2.7)×10」で計算された額に介護保険

負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 
    ※利用料金には減額の制度があります。 

 

ショートステイサービス費（１日） 

介護度 サービス費 

要支援１ ５２３ 

要支援２ ６４９ 

１ ６９６ 

２ ７６４ 

３ ８３８ 

４ ９０８ 

５ ９７６ 

 

その他加算 

 ・緊急短期入所受入加算 ９０単位／日 

   ・機能訓練指導体制加算 １２単位 

   ・サービス提供体制強化加算（Ⅲ） ６単位 

   ・夜勤職員配置加算 １８単位 ※要支援については算定なし 

・看護体制加算（Ⅰ） ４単位 ※要支援については算定なし 

   ・看護体制加算（Ⅱ） ８単位 ※要支援については算定なし 

・送迎加算 １８４単位 

・個別機能訓練加算 ５６単位 

   ・医療連携強化加算 ５８単位 

   ・療養食加算 ８単位／回 

   ・介護職員処遇改善加算  

「介護報酬総単位数×サービス別加算率（8.3）×10」で計算された額に介護

保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 
・介護職員等特定処遇改善加算 

「介護報酬総単位数×サービス別加算率(2.3)×10」で計算された額に介護保 

険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 
    ※利用料金には減額の制度があります。 
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５、勤務時間 

  介護職 早出１ ６：３０～１５：３０ 

      早出２ ７：００～１６：００ 

      早出３ ７：３０～１６：３０ 

      遅出１ １０：００～１９：００ 

      遅出２ １０：３０～１９：３０ 

      遅出３ １１：３０～２０：３０ 

      遅出４ １２：３０～２１：３０ 

      準夜勤 １４：３０～２３：３０ 

      夜勤１ ２１：３０～６：３０ 

      夜勤２ ２１：４５～６：４５ 

      夜勤３ ２３：３０～８：３０ 

      日勤  ８：３０～１７：３０ 

  看護職 早出  ７：３０～１６：３０ 

      遅出  ９：３０～１８：３０ 

      日勤  ８：３０～１７：３０ 

  機能訓練指導員 ８：３０～１７：３０ 

 

 

６、日常生活介護 

（１）食事 

食生活の重要性を認識し、栄養バランス・味付け・調理方法等につい

て、ご入居者ひとりひとりの身体的条件、嗜好等を配慮した食事を提

供します。食事は、ご利用者が健康で楽しい生活を送る上でもっとも

大切なものであることから、季節食・行事食も提供します。 

食事の時間 
朝食（７：３０～９：３０）昼食（１２：００～１４：００） 

夕食（１８：００～２０：００）おやつ（１５:００～１５：３０） 

水分補給 
食事時の他、１０時・１５時に、お茶・ジュース・紅茶・コーヒーな 

ど、ご入居者の好みに応じて提供します。 

献立 
メニューの提示を行ないます。 

定期的に行なう嗜好調査等の結果をもとに献立の改善に努めます。 

食事の形態 
ご利用者の咀嚼・嚥下の状態に応じて、主食・副食は複数の形態で提

供します。 
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食事の介助 
食事は、基本的には各ユニットで召し上がっていただきます。ご入居

者ひとりひとりの状態に応じた食事介助を行います。 

行事食 元旦（おせち）、花見、敬老の日などには、行事食を提供します。 

 

（２）入浴 

一般浴槽、特殊浴槽の入浴方法を用意し、ご利用者の身体の状況に応

じた入浴サービスを提供します。入浴日は１人あたり週２回以上を原

則とし、ゆとりをもった入浴サービスを提供します。入浴できない方

に対しては、陰部洗浄・全身清拭・足浴を行い清潔保持に努めます。 

 

（３）排泄 

排泄は、可能な限りトイレをご利用いただきます。そのために、常に

トイレの清潔の保持に努め、快適に使っていただけるようにしていま

す。また、個人の排泄パターンを把握するために排泄記録をつけ、極

力おむつを使わず、トイレでの排泄を目指していきます。 

 

（４）移動・移乗・体位変換 

ベッド、椅子、車椅子、トイレ、浴槽等の移動・移乗は安全性を十分

考慮し、ご入居者の身体の状況に合った方法で行ないます。また、杖、

歩行器、シルバーカー等の補助具を有効に活用し、出来る限り自立歩

行ができるよう援助します。 

自分で寝返りをうつことのできないご利用者に対しては、褥瘡（とこ

ずれ）を防止するために、体位変換の介助を行います。必要に応じて、

クッション、エアマット、褥瘡予防マット等を使用します。 

 

（５）口腔ケア 

口腔ケアは、毎食後実施します。ご利用者の状態に合わせて、歯磨き、

うがい、義歯の洗浄などを援助します。 
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７、健康管理 

  ご入居者が健康で快適な生活を送れるよう、疾病の早期発見・早期対応に

努め、生活の自立性を低下させないように援助します。 

日常の健康管理 
ご利用者の健康状態の細かな観察に努め、協力病院への連絡、職

員間の情報交換を図りながら、健康維持に努めます。 

定期健康診断 年１回、協力医療機関にて健康診断を実施します。 

体重測定 毎月１回実施します。 

体温・血圧・脈拍

等の測定 

週２回の入浴時および体調に変化がみられたときは、その都度、

体温・血圧・脈拍等の測定を実施します。 

食事・水分摂取お

よび排泄の把握 

チェック表により、毎日、食事・水分の摂取量を把握します。 

便秘時には下剤を投与し、排便コントロールを行ないます。 

医師の診察 

週 １ 回 、 協 力 医 療 機 関 の 医 師 が 来 診 し ま す 。         

（毎週木曜日の内科医師の往診・毎月 2回の精神科医師の往診） 

体調不良等がある場合、必要に応じて受診を行います。 

口腔衛生 
近隣の歯科医師、施設の歯科衛生士の指導のもと、ご入居者ひと

りひとりの口腔衛生介助の充実を図ります。 

服薬 
医師の診察のもと、病状に応じて、ご利用者に服薬していただき

ます。 

医療機関との連携 

協力医療機関やご入居者の、かかりつけ医との連携を密にし、日

常の健康管理について適切な指示を得るとともに、緊急時の受け

入れ先を確保します。 

夜間緊急時の対応 
看護職員が自宅待機し、看護職員が不在になる夜間・早朝のご利

用者の容態の急変に対応します。 

感染症等の予防対

策 

風邪やインフルエンザ、新型コロナウイルス等の感染症対策とし

て、ご利用者、ご来所者、職員に対して、うがいや手洗い、手指

消毒の励行等の周知に努めます。希望するご利用者に対してイン

フルエンザ等の予防接種を実施します。疥癬や食中毒等は、とく

にその予防に努めていきます。また、感染症対策のマニュアルを

作成します。 

職員の健康管理 
年２回の職員健康診断を実施するとともに、日々、職員の健康管

理に努めます。 
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８、機能回復訓練 

  ご入居者の健康維持・増進を図るとともに、関節の拘縮や血行障害等の緩

和・予防のため、マッサージ等の物理療法を行ないます。また、職員間で

の情報・意見交換を密にしながら、ご利用者の身体機能を回復することに

よって、ご入居者の生活の質の維持・向上を図ります。 

マッサージ 
ご入居者の身体の痛み・血行障害・筋肉の硬直等に対し、マッサ

ージを行い、その緩和・予防に努めます。 

拘縮の緩和と予防 
手足等の拘縮部分に対して、ストレッチや可動域訓練を行い、で

きる限り柔軟な関節を保つようにします。 

機能回復訓練 
ご入居者のご希望、身体の状況に応じて、歩行、移乗、立位保持、

座位保持等の訓練を行います。 

 

９、日常生活援助 

  生活の充実を図るため、ご入居者ひとりひとりの生活状況に応じた援助を

行います。 

居室環境の整備 

ご入居者の意向を尊重しながら、快適な居住空間を確保できるよ

うに努めます。介護の安全性を確保するため、必要に応じて居室

の変更をします。 

買物の代行 ご入居者のご要望に応じて、日用品の買い物を代行いたします。 

洗濯 日常衣類の洗濯を行います。 

理・美容 
毎月第２・４火曜日、理・美容師によるサービスを提供します。

（ご利用者実費負担） 

外出・外泊 
外出・外泊については、できる限りご利用者の意向に沿うように

します。 

移送サービス 
施設車輌を使ってのご入居者の都合による外出について、その 

運転および乗車・降車時の介助を、有料で実施します。 

行政手続き等の代

行 

ご入居者のご要望に応じて、倉敷市等に提出する書類の代筆、申

請の代行を、その都度行います。 

要介護認定に関す

る代行 
要介護認定の更新・変更申請をご入居者に代わって行います。 
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１０、季節行事・余暇活動等 

  ご入居者に季節感を味わっていただくため、季節の行事を実施するととも

に、クラブ活動や趣味の活動等の実施回数増や内容の充実を図り、ご入居

者が自ら選んで楽しくご参加いただけるようにします。また、地域との交

流に力を注ぐとともに、地域の学校をはじめとする団体・個人による訪問

を積極的に受け入れます。 

季節行事 

４月（お花見）７月（七夕）８月（夏祭り）９月（敬老会） 

１１月（文化展）１２月（クリスマス・忘年会・もちつき） 

１月（初詣）２月（節分）３月（ひな祭） 

地域行事 
７月（倉敷天領祭）９月（地域清掃）１０月（運動会） 

１１月（秋祭り、ふれあい祭り）３月（地域清掃） 

音楽会 
ボランティアの協力をいただきながら、さまざまな音楽会を企

画・開催していきます。 

誕生日会 ご入居者の誕生日に誕生日会を行います。 

クラブ活動 
茶道クラブ（月 1回） 音楽クラブ（月１回） 

工作クラブ（月 1回） 華道クラブ（月１回） 

外出の援助 

ご入居者のご要望に応じて、お花見や初詣等、行事で施設から外

に出ていただく回数を増やすとともに、散歩や買い物、外食等の

外出の援助に力を注ぎます。 

ボランティア 

地域の学校等、個人や団体によるボランティア活動を積極的に受

け入れ、ご入居者との交流の充実を図ります。また、ご来所しや

すい雰囲気づくり・環境づくりに努めます。 

１１、相談活動、苦情相談窓口、家族会等 

  ご入居者やご家族からの相談には、その都度対応し、ご入居者が安心して

生活できる環境づくりに努めていきます。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

① 管理運営上の相談・・・施設長、事務局長 

② 処遇上の相談・・・介護支援専門員、生活相談員、介護主任、

看護主任、ユニットリーダー 

③健康上の相談・・・医師、看護師 

④食事・栄養管理上の相談・・・管理栄養士 

⑤リハビリについての相談・・・機能訓練指導員 
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苦情相談窓口 

日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、

サービスの向上と改善を図ります。 

苦情解決窓口・・・生活相談員、介護支援専門員、第三者委員会 

家族会 

ご利用者のご家族等との積極的な意見交換を行い、ご利用者のサ

ービスの向上と処遇の改善を図るため、家族会を月１回（第２日

曜日）開催します。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

① 管理運営上の相談・・・施設長、事務局長 

② 処遇上の相談・・・介護支援専門員、生活相談員、介護主任、 

         看護主任、ユニットリーダー 

③ 健康上の相談・・・医師、看護主任 

④ 食事・栄養管理上の相談・・・管理栄養士 

⑤ リハビリについての相談・・・機能訓練指導員 

苦情相談窓口 

日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、

サービスの向上と改善を図ります。 

苦情解決窓口・・・介護支援専門員、生活相談員、第三者委員会 

家族会 

ご利用者のご家族等との積極的な意見交換を行い、ご利用者のサ

ービスの向上と処遇の改善を図るため、家族会を月１回（第２日

曜日）開催します。 

 

１２、事故防止、防災対策 

  ご入居者が安全、かつ快適に生活できるよう、建物設備等の維持管理、清

潔保持、転倒・ベッドからの転落等の事故の防止、急変時等の緊急対応の

迅速化、および防災対策の充実に努めます。 

建物設備等の維持

管理 

建物設備等を清潔、快適性、利便性、安全性の視点から常に点検

し、その維持管理、改善に努めます。 

事故の防止 

ご入居者の転倒や、ベッドからの転落等の事故を防止するため、

居室、食堂、廊下等の環境整備、またベッド、車椅子等の介護機

器の点検・整備を行うとともに、職員による見守りの強化を図り

ます。 

防災対策 

防災機器の定期的な点検を行うとともに、災害時に迅速かつ冷静

な判断、行動ができるよう、消防署の協力を得ながら、年２回の

防災訓練を実施します。 

緊急対応 
ご入居者の急変時の緊急対応が的確かつ迅速に行なえるように、

緊急時対応マニュアルを作成し、全職員への徹底を図ります。 
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１３、ケアプランの作成 

  ご入居者の心身の状態を把握し、ひとりひとりのケアプランを作成し、そ

のプランに沿ってサービスを提供します。 

状態調査 
ご利用者の心身の状態を把握するため、年２回のモニタリングを

行ない、最低でも年１回プランの見直しを行ないます。 

サービス担当者会

議とケアプランの

作成 

介護職、看護職、機能訓練指導員、管理栄養士、生活相談員、介

護支援専門員によるサービス担当者会議を開催します。１年ごと

におひとりおひとりのケアプランを見直し・作成します。ご入居

者に対するサービスは、ケアプランに沿って提供します。また、

それまで提供してきたサービスの評価を行います。 

 

 

１４、記録・会議・研修等 

  介護職員、看護職員、機能訓練指導員、管理栄養士、生活相談員、介護支

援専門員、それぞれの担当職員が連携してサービスを提供していくために、

記録、申し送り、会議を充実させていきます。ひとりひとりの職員の資質

の向上を図り、責任を持って職務に従事できるよう、各種の研修を実施し

ます。 

介護サービス記録 

① 介護ケース記録・・・ご利用者のひとりひとりの日々の状況、

生活の様子について、介護職員が記載します。 

② 看護ケース記録・・・ご利用者のひとりひとりの日々の状況、

とくに医療面に関して、看護職員が記載します。 

③ 介護日誌・・・その日に行なった介護サービス全般について、

介護職員が記載します。 

④ 看護日誌・・・その日に行なった看護サービス全般について、

看護職員が記載します。 

※上記記録について、記録システム上で記載及び管理 

 朝礼 
毎朝１回朝礼を実施し、口頭説明やサイボーズ等を使用して職員

に漏れなく、的確に伝達されるよう努めます。 

委員会活動 

施設サービス向上のため、以下の委員会を設置します。 

給食委員会、入浴委員会、排泄委員会、情報・広報委員会、余暇

委員会、夏祭り委員会、「ターミナルケア委員会、安全衛生委員

会、災害対策・事故防止委員会、身体拘束廃止委員会 ※QOL向

上委員会」 
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１５、実習生の受け入れ 

  社会福祉士・介護福祉士・介護職員基礎研修・教職員等の資格取得のため

の実習については、可能な限り受け入れていきます。 

 

１６、EPA 介護福祉士候補者等の外国人材の受け入れ 
  日本の介護福祉士資格の取得を目指す外国人材を積極的に受け入れ、適正

な管理と育成を行います。 
 

１７、ボランティアの受け入れ 

  慰問ボランティア及びコミュニケーションボランティアの受入れを積極的

に行います。 

  ボランティアとのコミュニケーションを密にし、事前に面談をし、円滑に 

  活動が行なえるように配慮します。 
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令和 4 年度 

ケアハウス 庄の里

   事業計画書

社会福祉法人 和福祉会
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1. 基本理念 
  ・明るい笑顔 
  ・元気な挨拶 
  ・丁寧な仕事 
 
【ケアハウス目標】 
 
  ・ケアハウスが居住空間であることを踏まえつつ、高齢者の特性を配慮し

た暮らしよい住居を提供し、少しでも長く当施設で自立した生活が送れ

るよう努めます。 
  ・入居者の自主性の尊重を基本としながら、日常生活上必要な便宜を供与

し、入居者が健康で明るい生活ができるよう配慮していきます。 
  ・自己決定及び事前説明での個別ケアの確立を図ります。 
  ・他事業所との連携を図っていきます。 
  ・社会資源の活用を行い地域社会との交流を深めていきます。 
 
2. 事業計画 
  ○相談業務・介護業務 
  ・利用者及び家族の窓口としての役割を徹底します。 
  ・他事業所との連携を深め、入居者が必要とするサービスを的確に提供で

きるようにします。 
  ・利用者の生活リズムの把握を行うと共に、趣味や特技を生かしたことに 
   取り組み生き甲斐や役割を持て充実した生活が送れるように支援をしま

す。 
  ・介護予防に視点をおきレクレーション・百歳体操・ラジオ体操など体操

や運動を実施し楽しみながら体力の維持・増進に取り組みます。 
  ・入居者が安心して生活できるよう、理解できる言葉での会話を実践しま

す。 
  ・入居者のニーズに応じ、その目的が適当であると判断した場合、臨機応

変に対応、援助を行います。 
  ・連絡ノートを活用し、職員間のコミュニケーションの充実を図ります。 
  ・毎日、体調の変化や状態を確認し、入居者が安心して生活できるように

します。 
  ・新型コロナ対策として、入居者に手洗い・うがいの励行、アルコールに

よる手指の消毒、共有部分でのマスクの着用をお願いし感染予防対策に

努めます。また、入居者の体調にも注意をして行きます。 
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年間行事 
    ※新型コロナウィルス感染症等により行事の変更の可能性があります。 

 ケアハウス行事 全体行事 
4 月 お花見・ドライブ・おやつ

作り・外出 
春祭り 

5 月 ドライブ・おやつ作り・外

出 
 

6 月 ドライブ・おやつ作り 
外出 

 

7 月 七夕・ドライブ・おやつ作

り・外出 
 

8 月 納涼会・おやつ作り 
外出 

夏祭り 

9 月 敬老会・おやつ作り 
外出 

敬老会 

10 月 ドライブ・おやつ作り・外

出 
庄地区運動会・山地地区秋祭り 

11 月 紅葉狩り・おやつ作り 
外出 

荘園の里ふれあい祭り 

12 月 クリスマス会・忘年会 
おやつ作り・外出 

餅つき 

1 月 食事会・初詣・新年会・お

やつ作り・外出 
 

2 月 節分・おやつ作り・外出  
3 月 雛祭り・食事会・おやつ作

り・外出 
 

   ※年間行事以外に立案があれば、起案書にて伺いを立てます。 
 
  ・茶話会（意見交換会）／月 1 回（予算 2.500 円） 
  ・買い物／毎週金曜日（とくし丸） 
  ・百歳体操／月 4 回（毎週日曜日） 
  ・書道クラブ／月 1 回（第 2 木曜日） 
  ・地域交流会（庄地区運動会・荘園祭り） 
  ・その他、余暇活動（おやつ作り等）（予算 2.000 円） 
  ・家族会／毎月第 2 日曜日 
  ・誕生日会（予算 雑費 1.000 円・プレゼン代１人 500 円） 
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令和４年度 

庄の里デイサービスセンター 

（指定通所介護事業） 

（日常生活支援総合事業） 

事業計画書 

社会福祉法人 和福祉会 

1 
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１、基本理念 

 

明るい笑顔  元気な挨拶   丁寧な仕事 

 

【デイサービス目標】 

① 個別ケアと機能訓練の充実 

利用者の意向を十分に尊重し、個別ケア充実のための指針としての通所

介護計画・機能訓練実施計画を作成し、実施します。 

② 認知症ケアの実施 

穏やかに過ごせる環境を整備し、身体機能低下防止の為の軽度な運動も

含めたプログラムを実施します。 

③ アクティビティ（集団レクリエーション）の実施 

個々の嗜好に合わせ、機能訓練を念頭に入れたレクリエーション及び創

作活動を実施します。 

④ 自立支援 

自立支援を念頭にし、安全を確保した上で、個々の状態に応じた援助を

実施します。 

⑤ 基本理念のもと、デイサービス利用中に楽しく過ごして頂けるように元

気な挨拶と明るい笑顔で接します。 

⑥ 利用者によりよいサービスを提供する為に、個々の職員のスキルアップ

を図ります。 

 

２、職員体制・職制・配置体制  

職種 職員数 勤務状態 

管理者 １名 兼務 

生活相談員 ２名 １名兼務 

介護職 ９名（２名） 1名兼務 

介助員   １名(1名)  

看護職 ３名（２名） ２名兼務 

機能訓練指導員 ４名（４名） ２名兼務 

                   員数の( )は非常勤/育短とします。 

 

３、利用者定員・対象者 

  １日の利用定員 ４０名(総合事業通所介護及び通所介護） 

   第１号通所事業（日常生活支援総合事業）・・・事業対象者・要支援 1･2 

   ※岡山市、倉敷市 

   通所介護(介護給付)・・・要介護 1～5 
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４、サービス提供時間・営業日 

  ９：００～１６：１５ 毎週月曜日～土曜日 

休日・・・日曜および年始（１／１～１／３） 

送迎範囲・・・倉敷市、岡山市、総社市、早島町 

岡山市についてはＪＲ宇野線より西部・ＪＲ桃太郎線より南部 

総社市についてはＪＲ桃太郎線より南部・ＪＲ伯備線より東部 

５、利用料 

① 総合事業通所介護又は介護保険法に基づく第１号訪問事業 

単位表（日常生活支援総合事業） 

（1単位=10円）月額 

 サービス費 サービス提供体制強化加算（Ⅱ） 

事業対象者 

要支援 1 
1672単位 要支援１・（事業対象者） 72単位/月 

要支援２  144単位/月 
要支援 2 3428単位 

  運動器機能向上加算      ２２５単位 

 栄養改善加算         １５０単位 

  口腔機能向上加算       １５０単位 

  若年性認知症利用者受入加算  ２４０単位 

処遇改善加算(Ⅰ)  

『介護報酬総単位数×サービス別加算率（５．９）％×１０』 

特定処遇改善加算(Ⅰ) 

『介護報酬総単位数×サービス別加算率(１．２)％×１０』 

食費･･･１食６４０円（ただし行事食８００円） 

② 所介護単位表 大規模型通所介護費Ⅰ（介護給付）   （1単位=10円） 

サービス費 ３－４Ｈ ４－５Ｈ ５－６Ｈ 

要介護 1 ３５６単位 ３７４単位 ５４１単位 
要介護 2 ４０７単位 ４２８単位 ６４０単位 
要介護 3 ４６０単位 ４６０単位 ７３９単位 
要介護 4 ５１１単位 ５３８単位 ８３６単位 
要介護 5 ５６５単位 ５９４単位 ９３５単位 

  

サービス費 ６－７Ｈ ７－８Ｈ 

要介護 1 ５６１単位 ６２６単位 
要介護 2 ６６４単位 ７４０単位 
要介護 3 ７６６単位 ８５７単位 

要介護 4 ８６７単位 ９７５単位 
要介護 5 ９６９単位 １０９２単位 
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 個別機能訓練加算(Ⅰ)イ/(Ⅰ)ロ ５６単位/８５単位 

  入浴介助加算(Ⅰ)       ４０単位 

  若年性認知症受入加算    ６０単位  

  サービス提供体制強化加算Ⅱ １８単位 

処遇改善加算Ⅰ  

『介護報酬総単位数×サービス別加算率（５．９）％×１０』 

特定処遇改善加算Ⅰ 

『介護報酬総単位数×サービス別加算率(１．２)％×１０』 

食費･･･１食６４０円（ただし行事食は８００円） 

  

 

６、サービス内容 

  日常生活上の援助（食事、入浴、排泄、）の基本サービスの提供、また送迎

サービスの提供、健康状態の確認、個別機能訓練の実施、栄養改善、口腔

機能向上、若年性認知症の利用者対象のサービス、生活相談員による介護

や生活等に関する相談及び援助。教養娯楽及びレクリエーション、趣味的

活動、行事等。 

 

 

７、相談活動、苦情相談窓口 

  ご利用者やご家族からの相談には、その都度対応し、ご利用者が安心して

利用できる環境づくりに努めていきます。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

① 運営上の相談・・・管理者、主任 

② 処遇上の相談・・・生活相談員、主任 

③ 健康上の相談・・・看護師 

④ 食事・栄養管理上の相談・・・看護師・管理栄養士 

⑤ リハビリについての相談・・・機能訓練指導員 

苦情相談窓口 

日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、

サービスの向上と改善を図ります。 

苦情受付窓口・・・生活相談員 

 

 

８、記録・会議等 

  介護職員、看護職員、機能訓練指導員、管理栄養士、生活相談員、介護支

援専門員、それぞれの担当職員が連携してサービスを提供していくために、

記録、申し送り、会議を充実させていきます。 
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サービス記録 

① 業務日誌・・・その日に行なったサービス全般について、 

介護職員及び看護職員が記載します。 

② 相談員日誌・・・その日の相談内容等は生活相談員が 

記載します。 

③ 各種チェック表・・・排泄、食事・水分摂取、入浴、 

余暇活動の参加状況について、介護職員及び看護職員が 

記載します。 

申し送り 
サイボウズを使用して職員に周知できるよう努めます。 

緊急性のあるものについては会議を行います。 

会議 

デイサービス会議・・・毎月１回 

担当者会議・・・随時 

カンファレンス・・・随時 

委員会活動 

施設サービス向上のため、以下の委員会を設置します。 

委員会は毎月１回開催します。 

災害対策・事故防止委員会、安全衛生委員会、給食・食事改善委

員会、情報・広報委員会・事業所間連絡会議 

 

９、職員研修 

ひとりひとりの職員の資質の向上を図り、責任を持って職務に従事できるよう、 

各種の研修会には出来る限り参加します。また、各種資格の取得を促し、資格 

取得者の増加を図ります。 

  施設内研修・・・毎月第２火曜日 

 

１０、行事 

  誕生日会・・・毎月１回 

  行事食・・・毎月２回 

  事業所外サービス・・・毎月予定（ケアプランに基づき、機能訓練を目的 

  とし実施します。） 

  ※新型コロナウィルスが終息次第 

  その他、月ごとに応じた行事を企画実施します。（別紙参照） 

 

１１、防災対策 

緊急避難訓練、消火訓練等の防火訓練の年間計画に基づき実施します。 

  避難訓練・・・４月、９月（年２回） 

 

１２、ボランティア 

  慰問ボランティア及びコミュニケーションボランティアの受入れを積極的

に行います。 
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  ボランティアとのコミュニケーションを密にし、事前に面談をし、円滑に

活動が行なえるように配慮します。 

 

１３、広報活動 

  ホームページにて、最新の情報を伝えていきます。 

  デイサービスだより（行事予定表・献立表）の配布。 

  施設広報誌の配布。（年３回） 

福祉関係、他事業所、地域住民との交流機会には可能な限り参加を行ない、 

交流促進を図ります。 

 

１４、満足度アンケート 

年に１回調査を実施し、より良いサービスの提供が行えるように、業務・

運営や対応方法の改善に役立てます。 

 

１５、実習生の受け入れ 

社会福祉士・介護福祉士等の資格取得のための実習生については可能な限

り受け入れていきます。 
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【令和４年度 年間計画】 

 行  事 運  営 

４ 花見 
･前年度事業報告書作成 

５ 食事会 
 

６ 食事会 
 

７ そうめん流し 
 

８ 夏祭り・納涼会 
 

９ 敬老会・食事会 
 

10 開所記念日・運動会 
 

11 文化展 
 

12 クリスマス会・忘年会 
 

１ 新年会 
 

２ 食事会 
・満足度アンケート実施 

・次年度事業計画書作成 

３ 花見 
 

【備考】 

・ この他、毎月散策等の外出行事、誕生日会の行事を実施します。 

・ 年間行事、外出行事、誕生日会等は、行事計画書、報告書を提出します。 

・ 材料費等（利用者負担）で一時的に予算が発生するプログラムの際は、

デイリープログラムを作成します。 

・ 上記記載以外で行事の立案がある場合は、起案書を提出します。 
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【令和４年度 行事予算書】 

月 行事名 予算額 運営費 

ﾃﾞｲﾘｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの 

個人創作 

材料費 

ﾃﾞｲﾘｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ以外の 

個人創作 

材料費 

４ 花見 6,000円 60,000円 29,625円 2,000円 

５ 食事会 60,000円 60,000円 29,625円 2,000円 

６ 食事会 60,000円 60,000円 29,625円 2,000円 

７ そうめん流し 1,000円 60,000円 29,625円 2,000円 

８ 納涼会 5,000円 60,000円 29,625円 2,000円 

９ 

敬老会 10,000円 

60,000円 29,625円 2,000円 
食事会 60,000円 

10 
開所記念日 2,000円 

60,000円 29,625円 2,000円 
運動会 4,000円 

11 文化展 12,000円 60,000円 35,875円 2,000円 

12 

クリスマス会 8,000円 

60,000円 35,875円 2,000円 
忘年会 5,000円 

１ 新年会 5,000円 60,000円 29,625円 2,000円 

２ 食事会 60,000円 60,000円 29,625円 2,000円 

３ 花見 1,000円 60,000円 29,625円 2,000円 

小 計 298,000円 720,000円 368,000円 24,000円 

合 計 1,410,000円 

但し、食事会費用 240,000円（年間費）個人創作材料費 392,000円（年間費）に関しては個人負

担として利用者へ請求します。 

 
令和４年度事業計画書―36



9 
 

※月間の運営費（おやつ代、行事費、クラブ費の内訳） 

区 分 予算額 備 考 

おやつ費 36,400円 
おやつ代：40円×35人×26日=36,400円 

(内、飲み物代：8,000円を含む) 

誕生日会行事費 10,000円 

プレゼント代：10人×450円=4,500円 

レクリエーション準備費：1,500円 

ケーキ代：4,000円 

クラブ費 5,000円 
創作費（個人創作以外：室内飾り等）：2,000 円 

レクリエーション準備費：3,000円 

雑費 8,600円 定期購入不可の消耗品など 

合 計 60,000円  

 

 

※デイリープログラムとして提供する個人創作材料準備費 

（個人創作物に関しては、個人負担とするが、材料の準備に当たる費用） 

区 分 予算額 備 考 

個人創作 

材準備費 

29,625円 

(※35,875円） 

生け花材料費：905円×25人=22,625円 

※季節によって値段が変わるため、変動あり 

（※正月/文化展の生け花は 1,155円×25人=28,875円） 

クラフト教室材料費：350円×20人=7,000円 

合 計 29,625円  

・デイリープログラムを毎月提示し、実施していきます。 

 

 

※デイリープログラム以外の個人創作材料準備費 

（個人創作物に関しては、個人負担とするが、材料の準備に当たる費用） 

区 分 予算額 備 考 

個人創作 

材準備費 
2,000円 ビーズ創作材料費 200円×10 人 2,000円 

合 計 2,000円  
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令和４年度

庄の里ヘルパーステーション

（指定訪問介護事業）

（介護保険法に基づく第１号訪問事業） 

事業計画書

社会福祉法人 和福祉会

1 
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1. 基本理念 

    明るい笑顔 

    元気な挨拶 

    丁寧な仕事 

 

2. 目的・方針 

明るい笑顔で対応し、ご利用者一人一人の思いを傾聴していきます。 

個人に合わせたケア・サービスを提供し、在宅での生活が安心して継続でき

るよう支援していきます。また、家事、掃除等の実施において利用者と一緒

に行っていくよう努め、生活リハビリとなる声かけを行いながら自立支援を

目指していきます。 

職員一人一人が質の高いサービスを提供できるように、専門的知識・技術の

取得を目指し、サービスの質向上に努めます。 

 
3. 職員の体制 

管理者 1 名 

サービス提供責任者 1 名 

訪問介護員(介護福祉士) 3 名（うち 1 名  
サービス提供責任者兼務） 

訪問介護員(2 級課程修了者) 1 名 

 
4. 対象者 

①予防給付または総合事

業訪問介護対象者 

要支援 1・2 

②介護給付 要介護 1～5 

 

5. 利用料 

「基本利用料」は以下のとおりであり、「利用者負担金」は、原則として負担割

合証に応じた基本利用料の１割～３割の額です。ただし、介護保険の支給又は

倉敷市からの支給限度額を超えてサービスを利用する場合、超えた額の全額を

ご負担いただきます。 
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① 予防給付または総合事業訪問介護対象者 

Ⅰ 週一程度の利用が必要な場合 要支援 1・2・（事業対象者） 1176 単位 

Ⅱ 週二回程度の利用が必要な場合 要支援 1・2・（事業対象者） 2349 単位 

Ⅲ Ⅱを超える利用が必要な場合 要支援 2 3727 単位 

 
② 介護給付（特定事業所加算Ⅱ） 

①身体介護が中心の場合  ※自己負担１割で計算 

１．サービスに要する時間

とサービス利用料金 

20 分 

未満 

1,670 円 

20 分以上 

30 分未満 

2,500 円 

30 分以上 

1 時間未満 

3,960 円 

1 時間 

以上 

5,790 円 

以降30分

増すごとに 

840 円 

２．特定事業所加算Ⅱ 170 円 250 円 400 円 580 円 80 円 

３．合計金額 1,840 円 2,750 円 4,360 円 6,370 円 910 円 

４．うち、介護保険から 

給付される金額 
1,656 円 2,475 円 3,924 円 5,733 円 818 円 

５．サービス利用に係る 

自己負担額（３－４） 
184 円 275 円 436 円 637 円 92 円 

 

②生活援助が中心の場合  ※自己負担１割で計算 

６．サービスに要する時間とサ

ービス利用料金 

20 分以上 45 分未満 

 1,830 円 

45 分以上 

 2,250 円 

７．特定事業所加算Ⅱ 180 円 230 円 

８．合計金額 2,010 円 2,480 円 
９．うち、介護保険から 

給付される金額 
1,809 円  2,232 円 

10．サービス利用に係る 

  自己負担額（８－９） 
201 円 248 円 
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介護職員処遇改善加算Ⅰ  

『介護報酬総単位数×サービス別加算率（ 13.7 ）％×10 』 

 

介護職員特定処遇改善加算Ⅰ  

『介護報酬総単位数×サービス別加算率（6.3）％×10』 

 

身体介護を中心である訪問介護サービスを受けた後に引き続きサービスに要

する時間 20 分以上の生活援助が中心である訪問介護サービスを受けた場合は、

上記サービス利用料金表①に生活援助のサービスに要する時間が 20分から計算

して 25分を増すごとに 660円（自己負担額 66円）[1,980円を限度とする]を加

算します。 

事業所と同一の建物に居住する利用者にサービスを行なう場合、所定利用料

金から 10％の減算となります。 

 

初回加算  200円 

初回または初回の属する月に、 「サービス提供責任者が自らサービス提供」

したか、「サービス提供責任者が他のスタッフのサービス提供に同行すること」

（過去 2か月に当該訪問介護事業所から訪問介護サービスを利用していなかっ

た場合 、要支援から要介護・要介護から要支援の認定に変更になる場合は、再

度算定） 

 

自費のサービスも実施します。 1時間 2,200円 

外部；介護保険サービスに引き続き実施の場合に限り 15 分～実施します。  

15分    625円 

                        30分  1,100円 

                        1時間 2,200円 

ケアハウス；エアコン、窓、ベランダの掃除等   15分   625円  

30分  1,100円 
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6. ケアカンファレンスの実施 

（ア）介護保険更新時、随時カンファレンスを実施します。 

（イ）サービス内容変更の都度、随時カンファレンスを実施します。 

 
7. 職員会議 

（ア）原則として毎月１回実施します。 

（イ）内容等は、職員会議議事録に残します。 

 
8. 職員研修 

（ア）身体介護(洗髪、清拭、足浴、入浴等)の研修を定期的に行います。 

  （イ）生活援助の研修を定期的に行います。 

  （ウ）内部研修、救急法等に関しては職員研修にて計画、実施していきま

す。 

  （エ）その他、個別に必要な研修を計画、実施して行きます。 

 

 
9. 利用者確保について 

（ア）サービスの無い時間帯に行います。 

（イ）その他、常にサービス内容と利用料金表を持ち歩き、いつでも説明し、

答えられるようにします。 

（ウ）常時居宅介護支援センター、他事業所等と連携を図り、チラシ配布や

稼動の空き情報を流していきます。 

（エ）介護保険適用外サービスの実施を継続していきます。 

 
10.  満足度アンケート 

年に１回調査を実施し、より良いサービスの提供が行えるように、業務・

運営や対応方法の改善に役立てます。 

 

11.  実習生の受け入れ 

介護福祉士、実務者研修等の資格取得のための実習生については可能な限

り受け入れていきます。 
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令和４年度

庄の里居宅介護支援センター

   事業計画書

社会福祉法人 和福祉会
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１．基本理念 

・明るい笑顔 

・元気な挨拶 

・丁寧な仕事 

 

(1) 目標及び方針 

利用者が要介護者等となった場合においても、可能な限りその居宅において、その

有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう配慮した介護サービス

計画を作成し、利用者の選択に基づいた適切な保健医療サービス等が、公正中立か

つ総合的、効果的に行われるよう、居宅サービス計画書を作成し、要介護状態等の

改善、悪化の防止に資することを目的とする。 

また、職員一人一人が、福祉サービス提供者としての自覚を持ち、専門性を確保

するための学習・情報収集に力を注ぎ、スキルアップを図る。 

 

２．指定居宅介護支援事業 

(1)申請 

支援や介護が必要となる場合、本人又はその家族に対して、介護保険制度について

の説明を行い、介護保険の申請支援を行う。 

(2)介護サービス計画の作成（原案） 

認定結果を確認し、本人や家族の望む生活が引き出せる介護サービス計画を作成す

る。 

介護支援専門員は、作成にあたり本人の意向や能力を十分尊重し、専門的なアセス

メントを経た上で、自立に向けた介護サービス計画を作成する。 

サービス事業所の選定にあたっては、複数のサービス事業所の紹介を行い、本人及

び家族はサービス計画書に位置付けた理由を求めることができるものとする。 

(3)サービス担当者会議 

各サービスに従事する者が、専門的な立場から意見を述べ合い、本人の望む生活に

向けた、ケアチームの援助の方向性を話し合う。 

サービスの選択にあたっては、フォーマルサービスのみならず、本人、家族のでき

ることや、インフォーマルサービス、ボランティア等の支援を取り入れるようにす

る。 

(4)介護サービス計画の作成 

サービス担当者会議での検討の結果を踏まえて作成する。なお、作成時に各サービス 

の利用料金とサービス内容を説明し、同意を得るものとする。 

(5)モニタリングと支援経過記録 

日々の様子を支援経過に記録し、その中で毎月サービスが計画通り実施されている

かどうか、計画した目標の達成度、利用者の心身の状況やニーズの変化があるかど

うかなど、継続的に評価していくと共に、必要に応じて介護サービス計画の見直し

を行う。 
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(6)介護予防対象者への支援 

要支援の認定を受けた方に対し、地域包括支援センターより委託を受けた場合、介

護予防支援、又は日常生活支援総合事業にかかる介護予防ケアマネジメントを行い、

その居宅において自立した生活の継続が円滑に行えるよう支援する。また生活状況

やサービス利用状況について地域包括支援センターへ報告を行う等連携を図る。 

(7)特定事業所加算の算定 

  介護報酬上の特定事業所加算を算定することから、特定事業所としての必要な責務

を全うするよう努める。 

(8)利用者等の人権、虐待の防止等のために、虐待防止に関する責任者を選定する。 

また成年後見制度等を必要とする利用者に対し、高齢者支援センターへ報告すると

共に必要な支援を行い、権利擁護に努める。 

(9)岡山県介護支援専門員実務研修見学実習の受入を実施する。 

 

 

３.事業推進の為の職員配置 

この事業を推進する為に次の職員を配置し、職務の遂行に関して万全を期する。 

(1)管理者      1名 

(2)介護支援専門員  ２名以上 

 

 

４．ケアプラン策定区域 

倉敷市、岡山市（旭川より西部で、国道 180 号線より南部）、総社市（高梁川より東部

で、国道 180号線より南部）、早島町 

 

 

５．連携の強化 

(1)介護サービス事業者との連携 

(2)保健医療サービス事業者との連携 

(3)医療機関との連携 

(4)地域包括支援センターとの連携 

(5)行政との連携 

(6)関係諸機関との連携 

 

 

６．介護支援専門員としての実践 

(1)的確なアセスメントに基づき、ケアプランを作成する。 

本人の心身状況、性格、生活歴、環境、介護状況、経済状況等を分析する。 

利用者及びその家族からのニーズを的確に捉え、適切に判断していく。 
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(2)多様な社会資源を把握し活用すると共に、必要とされる社会資源の開発を模索する。 

(3)各サービスの調整にあたっては、本人の意思を十分に汲み取り、尊重して行うもの

とするが、意思や主張の表明が困難な際には、家族から聞き取りの上調整する。 

(4)支援の中で、本人、家族から知り得た個人情報は守秘するものとし、利用者に対す 

  る居宅介護支援の提供に関する諸記録を整備し、その完結の日から５年間保存する 

  ものとする。 

(5)虐待防止を啓発・普及するための研修を実施する。サービス提供中に、虐待を受け

たと思われる事案を発見した場合は、速やかに高齢者支援センター等に通報する。 

 

 

７．その他 

(1)介護支援専門員一人につき、35 件を上限として管理していく。（予防については件

数制限はなし） 

(2)利用者から選ばれる介護支援専門員となれるよう、研修等への参加を積極的に行い、

自己啓発に努める。知識はもちろんのこと、人間形成にも努める。 

(3)新規利用者の開拓については、医療機関、介護老人保健施設、介護保険サービス事

業者等の担当者と連携を図ると共に、地域包括支援センターとの連絡を密にし、促

進していく。 

(4)居宅介護支援センター会議並びに、ケアマネ会議の実践 

居宅介護支援センターの運営や、ケアマネ実務に関しての報告、連絡、相談、確認

等する場を定期的に設け、情報の共有化を図る。 

 (5)研修については、昨今の状況を見極めながら参加するものとする。 
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令和４年度

倉敷市庄北高齢者支援センター

事業計画書

社会福祉法人 和福祉会
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基本理念 

・明るい笑顔 

・元気な挨拶 

・丁寧な仕事 

 

重点目標 

◎地域包括ケアシステム構築 

 高齢者が住みなれた地域で生活を継続できるようにするため、各関係機関と連携し

ながら住まい、医療、介護、予防、生活支援の充実を図れるように努めます。 

◎介護予防・日常生活支援総合事業 

介護予防・生活支援サービス事業（訪問型サービス・通所型サービス・生活支援サ

ービス）について、利用者が効果的かつ効率的に利用ができるように、関係機関と

連携しながら取り組んでいきます。 

また、介護予防を推進するために、サロン等の通いの場等の充実を図ると共に、地

域での支え合い(互助)等通じて、いきいきと暮らしていける地域づくりを目指して

いきます。 

◎共通的支援基盤構築 総合相談支援 権利擁護 

地域に、総合的・重層的ネットワークを構築するよう努めます。 

地域の様々な関係機関(サービス事業所、医療機関、民生委員、愛育委員、栄養改

善協議会、老人クラブ、福祉ボランティア等)と連携し、問題解決に向けた相談、

助言、支援等の体制が確立できるよう働きかけます。 

また、虐待防止等 高齢者の権利擁護に努めます。 

◎包括的・継続的ケアマネジメント業務 

高齢者に対して包括的かつ継続的なサービスが提供できるよう、地域の多様な社会

資源を活用したケアマネジメントを行います。 

◎介護予防の推進 

介護予防サービスが効果的かつ効率的に提供されるようにケアマネジメントを行

います。種々の教室開催を通じて、地域住民の介護予防の知識や理解が深まるよう

普及啓発に努めます。また、支援や介護が必要となるおそれの高い高齢者を見出す

ことに努め、介護予防を推進します。 

 

指定介護予防支援事業 

1、介護予防支援又は介護保険法に基づく第１号介護予防支援事業 

① 申請 

 介護保険の申請を希望された方に対し、速やかに申請手続きの援助を行います。 

要支援１又は２、事業対象者と認定を受けた方に対しては、必要な援助ができるよ

う介護予防サービス支援契約を締結し、重要事項説明書を交付説明し、同意を得て

市に居宅サービス計画等作成依頼届出書を提出します。 
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なお、居宅支援事業所が継続して利用者を担当する場合は、その事業所と委託契約

を締結します。 

② 介護予防対象者のアセスメントを行います。 

利用者宅を訪問し課題分析を行い、支援ニーズを利用者と共に考えます。 

③ 介護予防プランの作成 

利用者の自立に向けた目標志向型プランの作成を行います。 

④ サービス担当者会議 

利用者や家族、サービス提供事業所等と介護予防プランの内容に関して共通認識

を図るためにサービス担当者会議を行い、共通の目標を持ってサービスを提供し

ていくための調整を行います。 

⑤ 評価 

モニタリングと評価を行い、その結果を次のプランに繋げるようにします。 

(① ② ③ ④を居宅介護支援事業所に委託した場合はその内容が妥当かどうか

について評価やプラン作成時に確認します。) 

⑥ 介護報酬請求業務 

翌月１０日までに介護給付費請求書、介護予防・日常生活支援総合事業請求書、介

護予防支援介護給付費明細書、介護予防・日常生活支援総合事業明細書を作成し、

国保連合会へ請求します。 

事業を委託した居宅介護支援事業所への再委託料の支払いは、国民健康保険団体連

合会を経由して支払われます。 

 

地域包括支援センター（包括的支援事業） 

1、総合相談支援業務 

地域の高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していくこ

とができるようにするために、どのような支援が必要かを的確に把握し、相談を受

けた場合は、介護保険サービスのみにとどまらずインフォーマルなサービスや制度

活用に繋げていく等の支援を行います。また、相談に関しては、緊急時の対応等の

場合を想定して、速やかに連絡が取れる体制を整備します。今年度は、定期的に圏

域内に出向き、移動相談会を行っていきます。 

 

2、権利擁護業務 

高齢者が安心して生活できるように、成年後見制度の紹介や申請の援助、虐待の

防止および早期発見や消費者被害の防止に対する援助を行います。 

 

3、介護予防ケマネジネント業務 

  非該当者と認定された方に対し、介護サービスの必要性等把握し、事業対象者の

説明等を行い、必要に応じて適切な介護予防ケアマネジメントを提供します。 
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4、地域におけるネットワーク構築 

地域から支援を必要とする高齢者を実態把握事業等で見出し、総合相談、支援、

継続的な見守りを行います。地域における様々な関係機関のネットワークを活か

し安心して生活できる基盤構築ができるように努めます。 

 

5、ケアマネジャー支援業務 

  高齢者を支える地域のケアマネジャーの後方支援やケアマネジャー交流会の開 

催ほか、より暮らしやすい地域にするため、関係機関との連携を図ります。 

 

6、教室開催 

①  地域住民に対し、介護予防・転倒骨折予防教室や家族介護教室、栄養教室等の

各種教室を計画し、介護予防の啓発と、支援センターの広報活動を展開します。 

②  認知症を正しく理解し、認知症高齢者とその家族を温かく見守り支援する「認

知症サポーター」を地域で養成するための「認知症サポーター養成講座」を年３

回開催します。 

   

7、その他 

① 小地域ケア会議を定期的に開催し、関係機関と地域の独居高齢者または高齢者

世帯の情報共有、困難事例の問題共有を図り、課題解決に向けた提案をしながら

地域住民主体の暮らしやすい地域社会の構築をめざします。 

② 民生委員や愛育委員等地域の活動機関との密接な関係作りに努めます。 

③ 各区域に「ふれあいサロン」が設置できるよう支援し、地域の高齢者が集う定

期的な寄り合いの場になるよう関係者のバックアップを行います。 

④ 情報の共有や問題解決に向けて各職種の専門的意見を交換するために、センタ

ー内で定期的に会議を開催します。 

 ⑤ 個人情報の取り扱いには十分留意し、適切な保管に努めます。また、苦情や事

故が発生した場合は、「苦情及び事故対応についての基本方針」「苦情及び事故対

応手順書」に基づき、再発防止に努めます。 

 ⑥ 制度改正や業務に関する最新の情報をキャッチすることに常に気を配り、研修

会等へ積極的に参加します。 

 ⑦ 社会福祉士の実習生について、可能な限り受け入れていきます。 

⑧ 地域ケア個別会議を年６ケース事例開催し、多職種が協働して、個別ケースの

支援内容を検討することで自立に資するケアマネジメントを実施し、被保険者の

問題解決や自立支援の促進、QOLの向上を目指します。 

  多職種の視点や考え方、アドバイス等を対象者本人の今後の支援に活用できる

ようにします。 

  倉敷北地区（中部・帯豊・中庄・倉敷北・倉敷北部サブ）で合同開催。  

 

 
令和４年度事業計画書―50



5 

⑨ 災害時の支援に対する事前対策や緊急対応、市区町村や他センターとの連携調

整等、地域住民と共にネットワーク体制づくりに取り組みます。 

 ⑩ 介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準で、提供する指定介護予防支

援の質について，自ら又は外部の第三者による評価を行い，常にその改善を図っ

ていきます。 

 

職員配置 

(1)センター長   1名（他の職務と兼務） 

(2)保健師または経験ある看護師 １名 

  社会福祉士         １名 

   主任ケアマネジャー     １名 

   プランナー         １名 

 

包括支援センター担当区域 

庄小学校区の一部(上東・二子・山地・西尾・日畑・矢部・庄新町) 

 

年間行事スケジュール（※新型コロナウイルス感染症等により、行事等の変更の 

可能性あり。） 

百歳体操 

庄東憩の家（毎週金曜日開催：毎月１回は参加）砂原団地（第２・

４月曜日開催：毎月１回は参加）庄新町（毎週土曜日開催：毎月

１回は参加）矢部（毎週土曜日開催：毎月１回は参加） 

ふれあいサロン 

庄新町（毎月最終水曜日開催：毎月参加）矢部（毎週水曜日開催：

毎月１回は参加）西尾（毎月第１月曜日開催：毎月参加）上東（毎

年２月に参加）山地（要請があれば参加：年１～２回）日畑（年

３回で４月・９月・１２月開催：毎回参加） 

小地域ケア会議 第１火曜日の４月・６月・８月・１０月・１２月・２月開催。 

地域ケア会議 ５月・８月・９月・１１月・２月・３月開催予定。 

地域ケア個別会議 

年間６ケース開催（６月・１０月・１２月開催予定） 

倉敷北地区（中部・帯豊・中庄・倉敷北・倉敷北部サブ）で合同

開催。 

ケアマネ交流会 
６月・８月・９月・１０月・１１月・１２月・２月開催予定。    

２月に単独エリア開催。合同開催（倉敷北地区、三地区等） 

地区連絡会 毎月第４金曜日 
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各種部会 
第３水曜日（主任ケアマネ部会）第４火曜日（保健師・看護師部

会、社会福祉士部会） 

愛育委員会 毎月第２火曜日 

民生委員会 毎月第３金曜日（年２回程度参加） 

認知症サポーター

養成講座 
年３回開催（４月に２回、１０月） 

転倒骨折予防教室 年２回（７月・１月） 

介護予防教室 年２回（９月・１１月・２月） 

栄養改善教室 年２回（５月・６月に２回） 

家族介護者教室 年２回（４月・１０月） 

移動相談会 イオンモール倉敷（倉敷市全体） 

地域活動 トーヨド支え合いネットワーク会議（毎月） 
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令和４年度

福祉有償運送（移送サービス）

事業計画書

社会福祉法人 和福祉会
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1、理念（目的及び方針） 
 ・明るい笑顔 
 ・元気な挨拶 
 ・丁寧な仕事 

 
 
《本年度の目標》 

 利用者のニーズを把握し 1 人ひとりが快適に乗車して頂き、病院への通院・

買い物等の日常外出だけでなく、行楽・余暇活動等生活の質と範囲を広げ、外

出支援を行うために職員相互の連携をとり情報交換を密にし、必要なサービス

が提供できるよう対応を心掛ける。 
 
２、職員体制・職制・配置体制 
  代表者      １名 
  責任者      １名（兼務） 

運行管理責任者  １名（兼務） 
  整備管理責任者  １名（兼務） 
  運転手      3 名（3 名兼務） 
 
３、移送サービスの対象者 
  備中県民局備中支局管内（倉敷市）に住居者、又は備前県民局備前支局管

内（岡山市）に住居者であり、尚且つ当事業所管内へ発着地点のある方で、

あらかじめ会員として登録された次に掲げる者及びその付添人に限られて

います。 
(1) 介護保険による要支援者、要介護者 
(2) 身体障害者手帳所持者 
 

４、運行時間・運行日 
  営業時間 ８：３０～１７：３０ 
  営業日  毎日 
  その他時間外についても相談に応じます。 
 
５、利用申込方法 
  ご利用希望日の３０日前から前日までにお申込ください。 
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６、利用料 
  距離料金と待ち時間料金の併用になります。（別紙料金表参照） 
  ５Km 以上の迎えの方は迎車回送料金を要します。（別紙料金表参照） 
  高速道路や駐車場料金は実費になります。 
 
７、職員会議等について 
  職員会議＝毎月１回 
  責任者会議＝毎月１回 
  担当者会議＝適宜 
  その他必要な場合、随時会議を行なう 
 
８、職員研修 
  事故防止に関する指導研修＝適宜 

その他各種研修会・講習会にはできる限り参加する。 
  各種資格の受験・取得を促し、資格者を増加させる。 
  介護技術研修を施設内・外で行なう。 

 接遇面の向上に関する研修を行なう。 

 
９、苦情処理 
  責任者が苦情に対応し、苦情処理責任者、職員、必要であれば第 3 者を交

え、真摯かつ迅速に対応、処理を行なう。 
 
１０、広報 
  ホームページへの掲載。 
  パンフレットの配布。 

年間３回の庄の里広報誌の配布。 
  その他 随時情報提供する。 
 
１１、その他 
  運営に当たっては地方公共団体及び運営協議会等との連携を緊密にとると

ともに、「構造改革特別区域法に係る NPO によるボランティア輸送として

の有償運送可能化事業における道路運送法第 80条第 1項による申請の取扱

いについて」の記 4 の(1)から(8)までに掲げる有償運送の条件及び道路運送

法第 80 条第 1 項の許可に付した条件を遵守する。 
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令和 4 年度 

グループホーム庄の里

「なごみの家」

（認知症対応型共同生活介護）

（介護予防認知症対応型共同生活介護）

事業計画書

社会福祉法人 和福祉会 
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１、基本理念 

「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

２、目標 

・家庭的な雰囲気の中で、利用者一人一人が役割を持ち「やりがい」のある生活

と「楽しい」と思える生活を支援します。 

・尊厳のある対応で「その人らしさ」を尊重して、明るく元気な生活を支援しま

す。 

・感染予防に努めながら外出行事や室内行事の充実を図り、活気のある生活を支

援します。 

・ご利用者・ご家族との信頼関係を深め、笑顔で優しく丁寧な仕事に努めます。 

・サービス計画に「心を元気にする」メニューを取り入れ、その人らしい生活が

送れるように支援します。 

 

３、職員体制・職制・配置体制 

職種 職員数 

管理者 1名 

計画作成担当者 3名 

介護職員  20名 

看護職員 １名 

 

４、入居定員・対象者 

  入居定員 １８名（１ユニット 9名・２ユニット） 

  要支援２・要介護認定１～５の方 

 

５、利用料金 

  居室費／１日   １，５００円 

  食事代／１日   １，３２０円（朝食３２０円・昼食４５０円・夕食５５０円） 

  管理費／１日     ７００円 

  電気代／１日      ５０円 

  寝具リース代／月 １，８６０円 

  ラバーシーツ／１枚   ８０円 

  その他日常生活用品は実費負担 
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サービス費 （１日あたり） 

介護度 サービス費 介護度 サービス費 

要支援２ ７４８単位 要介護３ ８１１単位 

要介護１ ７５２単位 要介護４ ８２７単位 

要介護２ ７８７単位 要介護５ ８４４単位 

 体制加算・個別加算については、指定地域密着型サービスに要する費用の額の算定

に関する基準を確認し、職員の状況・サービスの状況に合わせて算定します。 

 

 

６、勤務時間 

  管理者     日勤   ８：３０～１７：３０ 

  計画作成担当者 日勤   ８：３０～１７：３０ 

  看護師     日勤   ９：００～１４：００（５ｈ） 

  介護職      早出１  ６：３０～１５：３０ 

          日勤１  ８：３０～１７：３０ 

          日勤２  ８：００～１３：００（５ｈ） 

          日勤３  ８：３０～１３：３０（５ｈ） 

          日勤４ １０：００～１３：００（３ｈ） 

          日勤５ １０：００～１７：００（６ｈ） 

          遅出１ １１：００～２０：００ 

遅出２ １３：００～２２：００ 

          遅出３ １０：００～１９：００（８ｈ） 

          遅出４ １３：００～２０：００（６ｈ） 

          遅出５ １４：００～１９：００（５ｈ） 

          遅出６ １５：００～２０：００（５ｈ） 

          遅出７ １６：００～１９：００（３ｈ） 

          遅出８ １６：００～２０：００（４ｈ） 

          夜勤  ２１：４５～ ６：４５ 

  

 

７、日常生活介護 

（１）入浴 

一般浴槽を利用し、入浴サービスを提供します。入浴日は１人あたり週２回

以上を原則とし、ゆとりをもった入浴サービスを提供します。また、一般浴

槽の利用が困難な方には、リフト浴で入浴サービスを提供します。入浴でき

ない方に対しては、全身清拭・陰部洗浄・手浴・足浴を行い清潔保持に努め

ます。 
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（２）排泄 

排泄は、可能な限りトイレをご利用いただきます。そのために常にトイレ

の清潔の保持に努め、快適に使っていただけるようにしています。また、

個人の排泄パターンを把握し、極力おむつを使わない方向を目指します。 

（３）移動・移乗・体位変換 

ベッド、椅子、車椅子、トイレ、浴槽等の移動・移乗は安全性を十分考慮

し、ご利用者の身体の状況に合った方法で行ないます。また、杖、歩行器、

シルバーカー等の補助具を有効に活用し、出来る限り自立歩行ができる 

よう援助します。 

自分で寝返りをうつことのできないご利用者に対しては、褥瘡（とこずれ）

を防止するために、体位変換の介助を行います。必要に応じて、クッショ

ン、エアマット、褥瘡予防マット等を使用します。 

（４）口腔ケア 

口腔ケアは、毎食後実施します。ご利用者の状態に合わせて、歯磨き、う

がい、義歯の洗浄などを援助します。 

  （５）看取り介護 

     看取り介護を希望された方に対し、看取り介護を行なうために必要な「医

療」「人」「介護空間」を提供し、住み慣れた事業所でターミナルケアが

行なえる体制を可能な限り整えます。 

 

８、健康管理 

  ご利用者が健康で快適な生活を送れるよう、疾病の早期発見・早期対応に努め、

生活の自立性を低下させないように支援します。 

日常の健康管理 
ご利用者の健康状態の細かな観察に努め、協力医療機関への連

絡、職員間の情報交換を図りながら、健康維持に努めます。 

定期健康診断 年１回、協力医療機関にて健康診断を実施します。 

体重測定 毎月１回実施します。 

体温・血圧・脈拍等

の測定 

入浴時および体調に変化がみられたときは、その都度、体温・

血圧・脈拍等の測定を実施します。 

食事・水分摂取およ

び排泄の把握 

毎日、食事・水分の摂取量を把握します。 

又、必要に応じた排便コントロールを行ないます。 

服薬 
医師の診察のもと、病状に応じて、処方された薬を適格に服薬

していただける介助をします。 

医療機関との連携 

協力医療機関やご利用者のかかりつけ医との連携を密にし、日

常の健康管理について適切な指示を得るとともに、緊急時の受

け入れ先についても調整します。 
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感染症等の予防対策 

風邪やインフルエンザ対策として、ご来所者や職員に対して、

うがいや手洗いの励行等の周知に努めます。また、新型コロナ

感染症対策として、職員の毎日の体調の確認、ご来所者の検温、

手指や衣類等のアルコール消毒、不織布マスクの着用を実施し

ます。希望するご利用者に対しては、インフルエンザ予防接種

を実施します。疥癬や食中毒等は、とくにその予防に努めてい

きます。また、感染症対策のマニュアルを作成、更新します。 

職員の健康管理 
年２回の職員健康診断を実施するとともに、日々、職員の健康

管理に努めます。 

 

９、日常生活援助 

 生活の充実を図るため、ご利用者ひとりひとりの生活状況に応じた援助を行います。 

居室環境の整備 

ご利用者の意向を尊重しながら、快適な居住空間を確保できるよう

に努めます。介護の安全性を確保するため、必要に応じて居室の変

更をさせて頂きます。 

洗濯 日常衣類の洗濯を行います。 

理・美容 （ご利用者実費負担） 

外出・外泊 
外出・外泊については、新型コロナウイルスの感染状況を見ながら

できる限りご家族とご利用者の意向に沿うようにします。 

移送サービス 
施設車輌を使ってのご利用者の都合による外出について、その運転

および乗車・降車時の介助を実施します。 

行政手続き等の代行 
ご利用者のご要望に応じて、倉敷市等に提出する書類の代筆、申請

の代行を、その都度行います。 

要介護認定に関する

代行 
要介護認定の更新・変更申請をご利用者に代わって行います。 

 

 

１０、季節行事・余暇活動等 

  ご利用者に季節感を味わっていただくため、季節ごとの行事を実施するとともに、

内容の充実を図り、ご利用者が自ら選んで楽しくご参加いただけるようにします。 

  また、新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、ボランティア活動の受け入れ

を行っていきます。 
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季節行事 

４月（お花見）５月（端午の節句） ６月（ドライブ） ７月（七夕）    

８月（夏祭り）９月（敬老会） １０月（秋の小旅行）１１月（紅葉

狩り）１２月（クリスマス会・もちつき） １月（初詣） 

２月（節分） ３月（ひな祭） 

誕生日会 ご利用者の誕生日に誕生日会を行います。 

外出の援助 

ご利用者のご要望に応じながらも、感染対策を行い、お花見やドライ

ブ等、行事で施設から外に出ていただく回数を増やすとともに、散歩

等の外出の援助をご利用者にあわせて援助を行います。 

ボランティア 

新型コロナ感染予防に努めながら、個人や団体によるボランティア活

動を受け入れ、ご入所者との交流の充実を図ります。また、ご来所し

やすい雰囲気づくり・環境づくりに努めます。 

 

 

１１、相談活動、苦情相談窓口、家族会等 

  ご利用者やご家族からの相談には、その都度対応し、ご利用者が安心して生活で

きる環境づくりに努めていきます。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

①管理運営上の相談・・・管理者 

②処遇上の相談・・・計画作成担当者、ユニットリーダー 

苦情相談窓口 
日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、サ

ービスの向上と改善を図ります。 

 

１２、事故防止、防災対策 

  ご利用者が安全、かつ快適に生活できるよう、建物設備等の維持管理、清潔保持、

転倒・ベッドからの転落等の事故の防止、急変時等の緊急対応の迅速化、および

防災対策の充実に努めます。 

建物設備等の 

維持管理 

建物設備等を清潔、快適性、利便性、安全性の視点から常に点検し、

その維持管理、改善に努めます。 

事故の防止 

ご利用者の転倒や、ベッドからの転落等の事故を防止するため、居室、

食堂、廊下等の環境整備、またベッド、車椅子等の介護機器の点検・

整備を行うとともに、職員による見守りの強化を図ります。 

防災対策 

防災機器の定期的な点検を行うとともに、災害時に迅速かつ冷静な判

断、行動ができるよう、消防署の協力を得ながら、年２回の防災訓練

を実施します。水害対策マニュアルを元に水害時の避難経路の確認、

研修、年１回避難訓練を実施します。また、非常災害時に備えて、食

料品の備蓄を行います。 
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緊急対応 
ご利用者の急変時の緊急対応が的確かつ迅速に行なえるように、緊急

時対応マニュアルを作成し、全職員への周知を図ります。 

 

１３、ケアプランの作成 

ご利用者の心身の状態を把握し、ひとりひとりのケアプランを作成し、そのプラ

ンに沿ってサービスを提供します。 

状態調査 
ご利用者の心身の状態を把握するため、年４回（３ヶ月に１回）状態

調査を実施します。 

サービス担当者会議 

ケアプランの作成 

計画作成担当者、介護職によるサービス担当者会議を開催します。６

ヶ月ごとにひとりひとりのケアプランを見直し・作成します。ご利用

者に対するサービスは、ケアプランに沿って提供します。また、それ

まで提供してきたサービスの評価を行います。 

 

１４、記録・会議・研修等 

  管理者、介護職員、計画作成担当者、それぞれの担当職員が連携してサービスを

提供していくために、記録、申し送り、会議を充実させていきます。ひとりひと

りの職員の資質の向上を図り、責任を持って職務に従事できるよう、各種の研修

を実施します。 

介護サービス記録 
①    介護ケース記録・・・ご利用者のひとりひとりの日々の状況、生

活の様子等について、介護職員が記載します。 

 

申し送り 
出勤時には、申し送りを実施し、職員に漏れなく、的確に伝達される

よう努めます。 

 

１５、実習生の受け入れ 

  社会福祉士・介護福祉士・介護職員基礎研修・教職員等の資格取得のための実習

については、可能な限り受け入れていきます。 

 

１６、研修 

  ひとりひとりの職員の資質と意識の向上を図り、責任を持って職務に従事できる

よう、各種の研修を実施します。又、外部研修についても積極的に参加させます。 
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１７、ボランティアの受け入れ 

  慰問ボランティア及びコミュニケーションボランティアの受入れを積極的に行い

ます。 

  ボランティアとのコミュニケーションを密にし、事前に面談をし、円滑に活動が

行なえるように配慮します。 

 

【令和 4年度 年間計画】 

 行事 予算 運営 

４月 花見   

５月 端午の節句  運営推進会議 

６月 ドライブ  風水害避難訓練 

７月 七夕会 ３，０００円 運営推進会議 

８月 夏祭り ３５，０００円  

９月 敬老会 ７６，０００円 
運営推進会議 

防災訓練（昼間想定） 

１０月 小旅行   

１１月 紅葉狩り  運営推進会議 

１２月 
クリスマス会 

もちつき 

５５，０００円 

２，５００円 
 

１月 初詣  運営推進会議 

２月 節分 ３，０００円 満足度アンケート実施 

３月 ひな祭り ３，０００円 防災訓練（夜間想定） 

 

【備考】・このほか、誕生日会の行事を実施します。 

    ・年間行事、誕生日会などは行事計画書、報告書を提出します。 

    ・上記記載以外で行事の立案がある場合は、起案書を提出します。 
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令和 4 年度 
 

小規模多機能ホーム庄の里 

「つどいの家」 
 

（小規模多機能型居宅介護） 

（介護予防小規模多機能型居宅介護） 

 

 
事業計画書 

 
 
 
 
 

社会福祉法人 和福祉会 
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１、基本理念 

  「明るい笑顔」 「元気な挨拶」 「丁寧な仕事」 

 

２、目標 

  

①家庭的な雰囲気の中で、一人一人の利用者様がその人らしい在宅生活が送れるよ

う支援する。 

 

②季節感をふんだんに取り入れた行事や、手作りの食事を提供する事で自宅にいる

様な環境づくりを行う。 

 

③ご利用者様やご家族の思いに寄り添い柔軟かつ丁寧な対応を行う事で、在宅生活

の継続を図れるよう支援する。 

 

④利用して楽しかったと思って頂けるように、全ての職員が明るく元気に利用者様

に接していく。 

 

⑤地域の行事に利用者様と共に参加したり、気軽に地域の方が訪れることが出来る

様な開放的な事業所を目指す。 

 

３、職員体制・職制・配置体制 

  管理者      １名 兼務 

  介護支援専門員  １名  

  介護職員     ８名以上 

  看護職員     １名以上 

 

４、利用者定員・対象者 

  登録定員   ２５名 

  通いサービス １５名 

  宿泊サービス  ６名 

  訪問サービス  随時 

  サービスを提供する地域 

   倉敷市が設定する日常生活圏域の倉敷庄北圏域を中心とした倉敷北東部の諸圏域 

   （倉敷北、中庄、帯江・豊洲、倉敷中部） 

  対象者・・要介護認定を受けている方（要支援１から要介護５） 

 

５、営業日・サービス提供時間 

営業日；年中無休 

  サービス提供時間；通いサービス ９時～１６時 

           訪問サービス 随時 

           宿泊サービス １６時～９時 
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６、利用料 

（１）保険給付サービス利用料金（１月当たり） 

 

介護度 １ケ月１割負担者 １カ月２割負担者 1ヶ月 3割負担者 

要支援１ ３，４３８円 ６，８７８円 １０，３１４円 

要支援２ ６，９４８円 １３，８９６円 ２０，８４４円 

要介護１ １０，４２３円 ２０，８４６円 ３１，２６９円 

要介護２ １５，３１８円 ３０，６３６円 ４５，９５４円 

要介護３ ２２，２８３円 ４４，５６６円 ６６．８４９円 

要介護４ ２４，５９３円 ４９，１８６円 ７３，７７９円 

要介護５ ２７，１１７円 ５４，２３４円 ８１，３５１円 

体制加算・個別加算については、指定地域密着型サービスに要する費用の額の算定に

関する基準を確認し、職員の状況・サービスの状況に合わせて算定します。 

（２）その他のサービス料金表 

  食事代          朝食：２００円  昼食：５００円  夕食：５００円 

  宿泊代          １泊３，０００円 

  おしめ代             実費 

  レクリエーション、クラブ活動費  材料費実費 

  理美容代             実費 

 

７、サービス内容 

  ケアプランの立案（小規模多機能型居宅介護計画を作成・立案） 

  日常生活上の援助（食事、入浴、排泄）の基本サービスの提供、また送迎サービスの

提供、健康状態の確認、機能訓練 

  必要に応じてご自宅を訪問し、日常生活上の援助 

  事業所に宿泊して頂き、食事・入浴・排泄等の日常生活上の援助 

 

８、相談・苦情相談窓口 

  ご利用者やご家族からの相談にはその都度対応し、ご利用者が安心して利用できる環

境づくりに努めて行きます。 

  苦情受付窓口・・・介護リーダー 

  苦情解決責任者・・管理者 

  苦情受付時間・・・８時３０分～１７時３０分 

 

９、記録・会議等 

  管理者、計画作成担当者、介護職員、看護職員それぞれの担当職員が連携してサービ

スを提供していく為に、記録、申し送り、会議を充実させていきます。 
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サービス記録 

① 業務全体日誌・・日々行ったサービス全般について、介護職員

及び看護職員が記載します。 

② 個人記録・・各利用者ごとに当日の様子やサービスの内容、ミ

ーテイング内容等を職員全員で関わりを記載して行きます。 

ケアプラン記録 

① ライフサポートプラン 

② カンファレンス記録 

③ 私の暮らし 

④ 小規模多機能介護計画 

上記記録について計画作成担当者及び介護職員、看護職員が協働

して作成を行います。 

申し送り 

毎日３回（8：30～、10：00～、16：00） 

申し送りを実施し、職員にもれなく的確に伝達できるように努め

ます。 

申し送りに参加出来ない職員にも周知できるよう、申し送り簿に

記載する事で周知出来るように努めます。 

会議 

全体会議・・月１回 

処遇会議・・月１回 

ミーティング・・随時 

１０、職員研修 

  職員一人一人が資質の向上が図れ、責任を持って職務に従事出来るよう、各種研修会へ

の参加を出来る限り行っていきます。事業所内においても会議の中で、研修会に参加した

内容についての報告会を行い、出来るだけ多くの職員に周知出来るように努めます。 

また、各種資格の取得を促し、有資格者の増加を図ります。 

 

１１、行事 

  誕生日会・・・毎月１回 

  その他、月ごとに季節行事を実施します。（別紙参照） 

 

１２、防災対策 

  非常災害に備えた訓練及び消火訓練等の防火訓練の年間計画に基づき実施します。 

  避難訓練・・１０月（夜間想定）、４月（昼間想定）年２回 

 

１３、ボランティア 

  ボランティアの受入れを積極的に行います。 

  ボランティアとのコミュニケーションを密にし、事前に面談を行い、円滑に活動が 

  行える様にして行きます。 

 

１４、広報活動 

  ホームページにて、最新の情報を伝えていきます。 

  施設広報誌の配布（年 3回） 

  地域の行事には可能な限り参加し、交流促進を図ります。 
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１５、満足度アンケート 

  年１回実施し、より良いサービスの提供が行えるように、業務・運営や対応方法の

改善に役立てます。 

 

【令和４年度 年間計画】 

 行事 運営 

４月 

開所記念式典（１０年） 

お楽しみ会 

春のお茶会 

前年度事業報告書作成 

防災訓練（昼間想定） 

５月 
こいのぼりの会 

保育園交流会（芋植え） 
運営推進会議 

６月 
紫陽花の会 

保育園交流会 
 

７月 
七夕会 

アイスを楽しむ会 
運営推進会議 

８月 
そうめんレク 

保育園交流会 

 

 

９月 
お月見会 

敬老会（保育園交流会） 
運営推進会議 

１０月 

庄地区運動会 

保育園交流会（芋ほり） 

ハロウィン 

 

防災訓練（夜間想定） 

 

１１月 
文化展 

秋祭り 

運営推進会議 

 

１２月 
忘年会 

クリスマス会 
 

１月 新年会 運営推進会議 

２月 
節分会 

バレンタイン 

満足度アンケート実施 

次年度事業計画書作成 

３月 
ひな祭り 

ホワイトデー 
運営推進会議 

 

【備考】・このほか、誕生日会の行事を実施します。 

    ・年間行事、誕生日会などは行事計画書、報告書を提出します。 

    ・上記記載以外で行事の立案がある場合は、起案書を提出します。 
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令和 4 年度 

グループホーム庄の里

「和らぎの家」

（認知症対応型共同生活介護）

（介護予防認知症対応型共同生活介護）

事業計画書

社会福祉法人 和福祉会 
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１、基本理念 

「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

２、目標 

入居者様、ご家族、職員が笑顔で語り合える雰囲気作りを行います。 

元気で活気のある日常生活を支援します。 

丁寧な仕事から入居者様ご家族との信頼関係を築いていきます。 

毎月の目標を設定して入居者様の生活を豊かになる様に実践していきます。 

ご家族や近隣の方との親睦を図り、笑いが絶えない和める我が家を目指します。 

 地域社会との関わり、ご家族との絆を大切にして入居者様の「自分らしい生き方」

の支援を行ないます。 

 

３、職員体制・職制・配置体制 

職種 職員数 

管理者 1名 

計画作成担当者 ２名 

介護職員  16名以上 

看護職員 ２名以上兼務 

 

４、入居定員・対象者 

  入居定員 １８名（１ユニット 9名・２ユニット） 

  要支援２・要介護認定１～５の方 

 

５、利用料金 

  居室費／１日 １，５００円  

  食事代／１日 １，３２０円（朝食３２０円・昼食４５０円・夕食５５０円） 

  管理費／１日   ７００円 

  電気代／１日    ５０円 

  その他日常生活用品は実費負担（寝具リース６０円/日・ラバーシーツ８０円/枚） 

  サービス費 （１日あたり） 

介護度 サービス費 

要支援２ ７４８単位 

要介護１ ７５２単位 

要介護２ ７８７単位 

要介護３ ８１１単位 

要介護４ ８２７単位 

要介護５ ８４４単位 
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 体制加算・個別加算については、指定地域密着型サービスに要する費用の額の算定

に関する基準を確認し、職員の状況・サービスの状況に合わせて算定します。 

 

６、勤務時間 

  管理者     日勤   ８：３０～１７：３０ 

          早出   ６：３０～１５：３０ 

          遅出１ １１：００～２０：００ 

遅出２ １３：００～２２：００ 

          夜勤  ２１：４５～ ６：４５ 

  計画作成担当者 日勤   ８：３０～１７：３０ 

          早出   ６：３０～１５：３０ 

          遅出１ １１：００～２０：００ 

遅出２ １３：００～２２：００ 

          夜勤  ２１：４５～ ６：４５ 

  看護師兼介護  日勤   ８：３０～１６：００ 

日勤   ９：００～１３：００ 

          日勤   ９：００～１４：００ 

  介護職      早出   ６：３０～１５：３０ 

          日勤   ８：３０～１７：３０ 

          日勤   ７：３０～１６：３０ 

          遅出１ １１：００～２０：００ 

遅出２ １３：００～２２：００ 

          夜勤  ２１：４５～ ６：４５ 

          夜勤  １７：００～ ９：００ 

          早出２  ６：３０～１０：３０（４.０ｈ） 

          早出３  ６：３０～１１：３０（５.０ｈ） 

          遅出３ １７：００～２０：００（３.０ｈ） 

          遅出４ １５：３０～２０：００（４.５ｈ） 

  ※その他運営上必要な場合は、上記以外の勤務時間による勤務があります。 

 

７、日常生活介護 

（１）入浴 

一般浴槽を利用し、入浴サービスを提供します。入浴日は１人あたり週２

回以上を原則とし、ゆとりをもった入浴サービスを提供します。体調に合

わせてシャワーチェアーを使用してシャワー浴を行います。入浴できない

方に対しては、全身清拭・陰部洗浄・手浴・足浴を行い清潔保持に努めま

す。 
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（２）排泄 

排泄は、可能な限りトイレのご利用をいただきます。そのために常にトイ

レの清潔の保持に努め、快適に使っていただけるように手すり補助バーを

設置しています。また、夜間はポータブルトイレを利用して個人の排泄パ

ターンを把握し、極力おむつを使わない方向を目指しています。 

（３）移動・移乗・体位変換 

ベッド、椅子、車椅子、トイレ、浴槽等の移動・移乗は安全性を十分考慮

し、ご利用者の身体の状況に合った方法で行ないます。また、杖、歩行器、

シルバーカー等の補助具を有効に活用し、出来る限り自立歩行ができるよ

う援助します。 

自分で寝返りが難しいご利用者に対しては、褥瘡（とこずれ）を防止する

ために、体位変換の介助を行います。ご利用者の状態に合わせて、クッシ

ョン、エアマット、褥瘡予防マット等を使用します。 

（４）口腔ケア 

口腔ケアは、毎食後実施します。ご利用者の状態に合わせて、自立を促し

て歯磨き、うがい、義歯の洗浄を支援します。歯ブラシコップは定期的に

消毒を行います。義歯の不具合等は、ご家族に相談を行い医師との連携を

とります。 

  （５）看取り介護 

     看取り介護を希望された方に対し、ご家族、医師、介護職が連携を行いま

す。看取り介護を行なうために必要な「医療」「人」「介護空間」を提供

し、住み慣れた事業所でターミナルケアが行なえる体制を可能な限り整え

ます。 

 

８、健康管理 

  ご利用者が健康で快適な生活を送れるよう、主治医、看護師、職員間の連携を密

にして疾病の早期発見・早期対応を行い、住み慣れた環境で過ごす事ができるよ

う努め、生活の自立性を低下させないように支援します。 

日常の健康管理 

ご利用者の健康状態の細かな観察に努め、協力医療機関への連絡、

看護師、ご家族、職員間の情報交換を図りながら、健康維持に努め

ます。 

定期健康診断 年１回、協力医療機関にて健康診断を実施します。 

体重測定 月２回実施します。 

体温・血圧・脈拍等の

測定 

毎朝、入浴時および体調に変化がみられたときは、その都度、体温・

血圧・脈拍等の測定を実施し早期対応を行います。 
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食事・水分摂取および

排泄の把握 

毎日、食事・水分の摂取量を把握し体調管理に努めます。 

又、必要に応じた排便コントロールを主治医と連携して行ないま

す。 

服薬 
医師の診察のもと、病状に応じて、処方された薬を適格に服薬して

いただけるように医師との連携を図ります。 

医療機関との連携 

協力医療機関やご利用者のかかりつけ医との連携を密にし、日常の

健康管理について適切な指示を得るとともに、緊急時の受け入れ先

についてもご家族の希望を把握してかかりつけ医と調整します。 

感染症等の予防対策 

風邪やインフルエンザ対策として、ご来所者や職員に対して、うが

いや手洗いの励行等の周知に努めます。また、新型コロナ感染症対

策として、職員の毎日の体調の確認、ご来所者の検温、手指や衣類

等のアルコール消毒、マスクの着用を実施します。ご利用者に対し

ては、インフルエンザ予防接種のお願いをしてご本人の承諾を得て

実施します。特に疥癬や食中毒等は、定期的にマニュアルに沿って

研修を行います。感染症対策のマニュアルを作成し、更新します。 

職員の健康管理 
年２回の職員健康診断を実施するとともに、日々、職員の健康管理

に努めます。 

 

９、日常生活援助 

 生活の充実を図るため、ご利用者ひとりひとりの生活状況に応じた援助を行います。 

居室環境の整備 

ご利用者の意向を尊重しケアプランの作成を行い、快適な居住空間

を確保できるように努めます。介護の安全性を確保するため、必要

に応じて居室の変更をさせて頂く事があります。 

洗濯 日常衣類の洗濯を行い清潔に努めます。 

理美容 
体調に合わせて理美容の訪問サービスや、本人の希望の馴染みの美

容院を利用します。（ご利用者実費負担） 

外出・外泊 外出・外泊については、できる限りご利用者の意向を尊重します。 

移送サービス 
施設車輌を使ってのご利用者の都合による外出について、その運転

および乗車・降車時の介助を実施し安全に努めます。 

行政手続き等の代行 
ご利用者のご要望に応じて、倉敷市等に提出する書類の代筆、申請

の代行を、その都度行います。 

要介護認定に関する

代行 
要介護認定の更新・変更申請をご利用者に代わって行います。 

 

 

 
令和４年度事業計画書―73



 
 

5 
 

１０、季節行事・余暇活動等 

  ご利用者に季節感を味わっていただくため、季節ごとの行事を実施するとともに、

内容の充実を図り、ご利用者が自ら選んで楽しくご参加いただけるようにします。

また、地域との交流に力を注ぐとともに、地域の学校をはじめとする団体・個人

による訪問を積極的に受け入れます。 

季節行事 

４月（お花見）5月（ドライブ）6月（運動会）７月（七夕） 

８月（夏祭り）９月（敬老会・芋植え）１０月（秋の外出）１１月（文

化展）１２月（クリスマス・もちつき・おせち作り）１月（初詣）２

月（節分）３月（ひな祭） 

誕生日会 ご利用者の誕生日に誕生日会を行います。 

外出の援助 

感染対策を行い、ご利用者のご要望に応じて、お花見や初詣等、行事

で施設から外に出ていただく機会を増やすとともに、散歩や外出の援

助を行います。 

ボランティア 

地域の学校等、個人や団体によるボランティア活動を積極的に受け入

れ、ご入所者との交流の充実を図ります。また、ご来所しやすい雰囲

気づくり・環境づくりに努めます。 

 

１１、相談活動、苦情相談窓口、家族会等 

  ご利用者やご家族からの相談には、その都度対応し、ご利用者が安心して生活で

きる環境づくりに努めていきます。 

個別相談   

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

①管理運営上の相談・・・管理者 

②処遇上の相談・・・計画作成担当者、ユニットリーダー 

苦情相談窓口 
日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、サ

ービスの向上と改善を図ります。 

 

１２、事故防止、防災対策 

  ご利用者が安全、かつ快適に生活できるよう、建物設備等の維持管理、清潔保持、

転倒・ベッドからの転落等の事故の防止、急変時等の緊急対応の迅速化、および

防災対策の充実に努めます。 

建物設備等の維

持管理 

建物設備等を清潔、快適性、利便性、安全性の視点から常に点検し、

その維持管理、改善に努めます。 

事故の防止 

ご利用者の転倒や、ベッドからの転落等の事故を防止するため、居室、

食堂、廊下等の環境整備、またベッド、車椅子等の介護機器の点検・

整備を行うとともに、職員による見守りの強化を図ります。 
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防災対策 

防災機器の定期的な点検を行うとともに、災害時に迅速かつ冷静な判

断、行動ができるよう、消防署の協力を得ながら、年２回の防災訓練

を実施します。 

緊急対応 
ご利用者の急変時の緊急対応が的確かつ迅速に行なえるように、緊急

時対応マニュアルを作成し、全職員への周知を図ります。 

 

１３、ケアプランの作成 

ご利用者の心身の状態を把握し、ご利用者の意向に沿ったケアプランを作成し、

生活に元気がでるケアプランを実行します。 

状態調査 

ご利用者の心身の状態を把握するため、毎月カンファレンスを行う。

状態に変化がある時はカンファレンスを行い職員に周知出来るように

しています。 

サービス担当者

会議とケアプラ

ンの作成 

計画作成担当者、介護職によるサービス担当者会議を開催します。６

ヶ月ごとにひとりひとりの希望、ご家族の意向を聞いてケアプランを

見直し・作成します。ご利用者に対するサービスは、ケアプランに沿

って提供します。また、それまで提供してきたサービスの評価を行い

ます。 

 

１４、記録・会議・研修等 

  管理者、介護職員、計画作成担当者、それぞれの担当職員が連携してサービスを

提供していくために、記録、申し送り、会議を充実させていきます。ひとりひと

りの職員の資質の向上を図り、責任を持って職務に従事できるよう、各種の研修

を実施します。 

介護サービス記録 
介護ケース記録・・・ご利用者のひとりひとりの日々の状況、生

活の様子等について、介護職員が記載し把握し連携をとります。 

申し送り 

朝礼では、理念と 1日の目標、業務の確認を行います。出勤時には、

申し送りを口頭で行い、職員に漏れなく、的確に伝達されるよう努め

ます。 

１５、実習生の受け入れ 

  社会福祉士・介護福祉士・ヘルパー等の資格取得のための実習生については可能

な限り受け入れていきます。 

 

１６、研修 

  ひとりひとりの職員の資質の向上を図り、責任を持って職務に従事できるよう、

各種の研修を全体会議で実施します。又、外部研修についても積極的に参加させ

ます。 
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１７、ボランティアの受け入れ 

  ボランティアの方を、可能な限り受け入れて行きます。 

 

【令和３年度 年間計画】 

 行事 運営 

４月 
花見 

 
防災訓練（昼間想定） 

５月 
保育園交流会（芋植え） 

母の日 
運営推進会議 

６月 
運動会 

父の日 
 

７月 
七夕会 

 
運営推進会議 

８月 
流しそうめん 

夏祭り 

 

 

９月 
お月見会 

敬老会 
運営推進会議 

１０月 
秋の外出 

保育園交流会（芋ほり） 
防災訓練（夜間想定） 

１１月 文化展 
運営推進会議 

 

１２月 
クリスマス会 

餅つき 
外部評価 

１月 
初詣 

新年会 
運営推進会議 

２月 
節分 

バレンタイン 
満足度アンケート実施 

３月 
ひな祭り 

ホワイトデー 
運営推進会議 

 

【備考】・このほか、誕生日に誕生日会の行事を実施します。 

    ・年間行事、誕生日会などは行事計画書、報告書を提出します。 

    ・上記記載以外で行事の立案がある場合は、起案書を提出します。 
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令和 4年度 行事等予算書 

月 全体行事 予算額 内訳 

４ 花見 10.000円 花見（8.000円）ユニット費（2.000円） 

５ 
保育園交流会 

母の日 
10.000円 母の日（8.000円）ユニット費（2.000円） 

６ 
運動会 

父の日 
10.000円 

運動会（4.000円）父の日（4.000円） 

ユニット費（2.000円） 

７ 七夕会 10.000円 七夕会（8.000円）ユニット費（2.000円） 

8 
夏祭り 

流しそうめん 
10.000円 

夏祭り（6.000円）ユニット費（2.000円） 

流しそうめん（2.000円） 

9 
敬老会 

お月見会 
58.000円 

敬老会（50.000円）お月見会（6.000円） 

ユニット費（2.000円） 

10 
秋の外出 

保育園交流会 
10.000円 秋の外出（8.000円）ユニット費（2.000円） 

11 文化展 10.000円 文化展（8.000円）ユニット費（2.000円） 

12 
クリスマス会 

餅つき 
57.000円 

クリスマス会（50,000円）餅つき（5.000円） 

ユニット費（2.000円） 

１ 
初詣 

新年会 
10.000円 

新年会（6.000円）初詣（2.000円） 

ユニット費（2.000円） 

２ 
節分 

バレンタイン 
10.000円 

節分（4.000円）バレンタイン（4.000円） 

ユニット費（2.000円） 

３ 
 ひな祭り 

ホワイトデー 
10.000円 

ひな祭り（4.000円） 

ホワイトデー（4.000円） 

ユニット費（2.000円） 

   合計 215.000円 
ユニット費（24.000円） 

全体行事費（191.000円） 

  ※誕生日プレゼントについては、利用者 1人につき 550円の予算。 

                       ケーキ代 2.000円。 
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令和４年度

地域密着型特別養護老人ホーム

ショートステイ

庄の里「なごやか」

（ユニット型地域密着型介護老人福祉施設）

（短期入所生活介護）

（介護予防短期入所生活介護）

事業計画書

社会福祉法人 和福祉会
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１、基本理念 

  「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

２、目標 

①健康管理に努め、入居者が安心・安全に生活出来るよう努める。 

②基本的ケアを一つ一つ丁寧に、意味のあるものとしていく。 

③生活の中にリハビリを取り入れ、入居者一人一人の出来る事を増やす。 

 継続と達成感を求め入居者に関わっていく。 

④行事に限らず楽しみの場を提供し、笑顔で充実した日常生活にする。 

⑤他職種と情報を共有しケア内容の維持・向上を目指す。 

⑥感染症予防対策の徹底 

 

３、職員体制・職制・配置体制 

  管理者 １名 兼務 

医師 １名 嘱託医 

  生活相談員 1名以上 専任 

  介護支援専門員 1名以上兼務 

  管理栄養士 1名以上 兼務 

  介護職員 15名以上 

  看護職員 2名以上 兼務 

  機能訓練指導員 1名以上 兼務 

 

４、入居・利用定員、対象者 

  入居定員２９名（原則要介護認定３～５の方） 

  ショートステイ利用定員１０名（空床利用あり） 

（要支援１・２、要介護１～５の方） 

 

５、利用料金 

  居室費 １日２，００６円 

  食事代（朝食３８４円・昼食４８４円・夕食５２４円） 

  行事食は別途２３０円必要 

  電気代  １日５０円 

  おやつ代 １日５０円 

  事務管理費 １ヶ月１，０００円 

  理美容代 カット１，５００円より ※予約必要 

  その他日常生活用品は自己負担 
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  ユニット型地域密着型介護老人福祉施設サービス費（1日） 

介護度 サービス費     

３ ８０３単位 

４ ８７４単位 

５ ９４２単位 

短期入所生活介護サービス費（１日） 

介護度 サービス費 

要支援１ ５２３単位 

要支援２ ６４９単位 

要介護１ ６９６単位 

要介護２ ７６４単位 

要介護３ ８３８単位 

要介護４ ９０８単位 

要介護５ ９７６単位 

  体制加算・個別加算については、指定地域密着型サービスに要する費用の

額の算定に関する基準を確認し、職員の状況・サービスの状況に合わせて

算定します。 

 

６、勤務時間 

職  名 勤務区分 始業時間 終業時間 

施設長 日勤 8：30 17：30 

事務職員・生活相談員 

介護支援専門員 

管理栄養士 

機能訓練指導員 

日勤 8：30 17：30 

日勤 1 8：30 19：30 

介護職 

早出 1 6：30 15：30 

日勤 8：30 17：30 

遅出 1 13：00 22：00 

夜勤 21：45 6：45 

看護職 

早出 1 7：30 16：30 

早出 2 8：00 17：00 

日勤 8：30 17：30 

遅出 9：00 18：00 

  勤務時間については、ご利用者の状況に応じて変更する場合あり。 
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７、日常生活介護 

（１）食事 

食生活の重要性を認識し、栄養バランス・味付け・調理方法等につい

て、ご利用者ひとりひとりの身体的条件、嗜好等を配慮した食事を提

供します。食事は、ご利用者が健康で楽しい生活を送る上でもっとも

大切なものであることから、季節食・行事食も提供します。 

食事の時間 
朝食（７：４５～９：４５）昼食（１１：４５～１３：４５） 

夕食（１７：４５～１９：４５）おやつ（１５:００～１５：３０） 

水分補給 
食事時の他、１０時・１５時に、お茶・ジュース・紅茶・コーヒーな 

どご利用者の好みに応じて提供します。 

献立 
メニューの提示を行ないます。 

定期的に行なう嗜好調査等の結果をもとに献立の改善に努めます。 

食事の形態 
ご利用者の咀嚼・嚥下の状態に応じて、主食・副食は複数の形態で提

供します。 

食事の介助 
食事は、基本的には各ユニットで召し上がっていただきます。ご利用

者ひとりひとりの状態に応じた食事介助を行います。 

行事食 元旦（おせち）、花見、敬老の日などには、行事食を提供します。 

（２）入浴 

個別浴槽、特殊浴槽の入浴方法を用意し、ご利用者の身体の状況に応

じた入浴サービスを提供します。入浴日は１人あたり週２回以上を原

則とし、ゆとりをもった入浴サービスを提供します。入浴できない方

に対しては、全身清拭・陰部洗浄・手浴・足浴を行い清潔保持に努め

ます。 

（３）排泄 

排泄は、可能な限りトイレをご利用いただきます。そのために、常に

トイレの清潔の保持に努め、快適に使っていただけるようにしていま

す。また、個人の排泄パターンを把握するために排泄記録をつけ、極

力おむつを使わない方向を目指していきます。 

（４）移動・移乗・体位変換 

ベッド、椅子、車椅子、トイレ、浴槽等の移動・移乗は安全性を十分

考慮し、ご利用者の身体の状況に合った方法で行ないます。また、杖、

歩行器、シルバーカー等の補助具を有効に活用し、出来る限り自立歩
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行ができるよう援助します。 

自分で寝返りをうつことのできないご利用者に対しては、褥瘡（とこ

ずれ）を防止するために、体位変換の介助を行います。必要に応じて、

クッション、エアマット、褥瘡予防マット等を使用します。 

（５）口腔ケア 

口腔ケアは、毎食後実施します。ご利用者の状態に合わせて、歯磨き、

うがい、義歯の洗浄などを援助します。 

 

８、健康管理 

    ご利用者が健康で快適な生活を送れるよう、疾病の早期発見・早期対

応に努め、生活の自立性を低下させないように援助します。 

日常の健康管理 
ご利用者の健康状態の細かな観察に努め、協力病院への連絡、職員間

の情報交換を図りながら、健康維持に努めます。 

定期健康診断 年１回、協力医療機関にて健康診断を実施します。 

体重測定 毎月１回実施します。 

体温・血圧・脈拍

等の測定 

週２回の入浴時および体調に変化がみられたときは、その都度、体

温・血圧・脈拍等の測定を実施します。 

食事・水分摂取 

および排泄の把握 

チェック表により、毎日、食事・水分の摂取量を把握します。 

便秘時には下剤を投与し、排便コントロールを行ないます。 

医師の診察 
週１回、嘱託医による回診を行います。（毎週月曜日、内科医師の回診） 

体調不良等がある場合、必要に応じて受診を行います。 

口腔衛生 
近隣の歯科医師、歯科衛生士の指導のもと、ご利用者ひとりひとりの

口腔衛生介助の充実を図ります。 

服薬 医師の診察のもと、病状に応じて、ご利用者に服薬していただきます。 

医療機関との連携 
協力医療機関との連携を密にし、日常の健康管理について適切な指示

を得るとともに、緊急時の受け入れ先を確保します。 

夜間緊急時の対応 
看護職員が自宅待機し、看護職員が不在になる夜間・早朝のご利用者

の容態の急変に対応します。 

感染症等の 

予防対策 

様々な感染症の予防対策として、ご利用者、ご来所者、職員に対して、

うがいや手洗いの励行等の周知に努めます。希望するご利用者に対し

てインフルエンザ予防接種を実施します。疥癬や食中毒等は、とくに

その予防に努めていきます。また、感染症対策のマニュアルを作成し

ます。 

職員の健康管理 
年２回の職員健康診断を実施するとともに、日々、職員の健康管理に

努めます。 
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９、機能回復訓練 

  ご利用者の健康維持・増進を図るとともに、関節の拘縮や血行障害の等の

緩和・予防のため、マッサージ等の物理療法を行ないます。また、職員間

での情報・意見交換を密にしながら、ご利用者の身体機能を回復すること

によって、利用者の生活の質の維持・向上を図ります。 

マッサージ 
ご利用者の身体の痛み・血行障害・筋肉の硬直等に対し、マッサージ

を行い、その緩和・予防に努めます。 

拘縮の緩和と予防 
手足等の拘縮部分に対して、ストレッチや可動域訓練を行い、できる

限り柔軟な関節を保つようにします。 

機能回復訓練 
ご利用者のご希望、身体の状況に応じて、歩行、移乗、立位保持、座

位保持等の訓練を行います。 

 

１０、日常生活援助 

  生活の充実を図るため、ご利用者ひとりひとりの生活状況に応じた援助を

行います。 

居室環境の整

備 

ご利用者の意向を尊重しながら、快適な居住空間を確保できるように努

めます。介護の安全性を確保するため、必要に応じて居室の変更をしま

す。 

買物の代行 ご利用者のご要望に応じて、日用品の買い物を代行いたします。 

洗濯 日常衣類の洗濯を行います。 

美容（散髪） 美容師によるサービスを提供します。（ご利用者実費負担） 

外出・外泊 外出・外泊については、できる限りご利用者の意向に沿うようにします。 

要介護認定に 

関する代行 
要介護認定の更新・変更申請をご利用者に代わって行います。 

 

１１、季節行事・余暇活動等 

  ご利用者に季節感を味わっていただくため、季節の行事を実施するととも

にクラブ活動、趣味の活動等の実施回数増や内容の充実を図り、ご利用者

が自ら選んで楽しくご参加いただけるようにします。また、地域との交流

に力を注ぐとともに、地域の学校をはじめとする団体・個人による訪問を

積極的に受け入れます。 

 
令和４年度事業計画書―83



6 
 

季節行事 

４月（お花見）７月（七夕・そうめん流し）８月（納涼祭） 

９月（敬老会）１１月（文化展）１２月（クリスマス・忘年会・もち

つき）１月（初詣）２月（節分）３月（ひな祭） 

誕生日会 ご利用者の誕生日に誕生日会を行います。 

クラブ活動 書道クラブ・茶道クラブ・手芸クラブ 

外出の援助 

ご利用者のご要望に応じて、お花見や初詣等、行事で施設から外に出

ていただく回数を増やすとともに、散歩や買い物、外食等の外出の援

助に力を注ぎます。 

ボランティア 

地域の学校等、個人や団体によるボランティア活動を積極的に受け入

れ、ご利用者との交流の充実を図ります。また、ご来所しやすい雰囲

気づくり・環境づくりに努めます。 

 

１２、相談活動、苦情相談窓口、家族会等 

  ご利用者やご家族からの相談には、その都度対応し、ご利用者が安心して

生活できる環境づくりに努めていきます。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

①運営上の相談・・・施設長、介護主任、介護副主任 

②処遇上の相談・・・介護支援専門員、生活相談員、看護職員 

         介護主任、ユニットリーダー、介護職員 

③健康上の相談・・・医師、看護職員 

④食事・栄養管理上の相談・・・管理栄養士 

⑤リハビリについての相談・・・機能訓練指導員 

苦情相談窓口 

日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、サ

ービスの向上と改善を図ります。 

苦情解決窓口・・・生活相談員、介護支援専門員、第三者委員会 

家族会 

ご利用者のご家族等との積極的な意見交換を行い、ご利用者のサービ

スの向上と処遇の改善を図るため、家族会を年６回（奇数月の第３日

曜日）開催します。 

 

１３、事故防止、防災対策 

  ご利用者が安全、かつ快適に生活できるよう、建物設備等の維持管理、清

潔保持、転倒・ベッドからの転落等の事故の防止、急変時等の緊急対応の

迅速化、および防災対策の充実に努めます。 
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建物設備等の 

維持管理 

建物設備等を清潔、快適性、利便性、安全性の視点から常に点検し、

その維持管理、改善に努めます。 

事故の防止 

ご利用者の転倒や、ベッドからの転落等の事故を防止するため、居室、

食堂、廊下等の環境整備、またベッド、車椅子等の介護機器の点検・

整備を行うとともに、職員による見守りの強化を図ります。 

防災対策 

防災機器の定期的な点検を行うとともに、災害時に迅速かつ冷静な判

断、行動ができるよう、消防署の協力を得ながら、年２回の防災訓練

を実施します。 

緊急対応 
ご利用者の急変時の緊急対応が的確かつ迅速に行なえるように、緊急

時対応マニュアルを作成し、全職員への徹底を図ります。 

 

１４、ケアプランの作成 

  ご利用者の心身の状態を把握し、ひとりひとりのケアプランを作成し、そ

のプランに沿ってサービスを提供します。 

状態調査 
ご利用者の心身の状態を把握するため、年２回（６ヶ月に１回）状態

調査を実施します。 

サービス担当者 

会議とケアプラン

の作成 

介護職員、看護職員、機能訓練指導員、管理栄養士、生活相談員、介

護支援専門員によるサービス担当者会議を開催します。６ヶ月ごとに

おひとりおひとりのケアプランを見直し・作成します。ご利用者に対

するサービスは、ケアプランに沿って提供します。また、それまで提

供してきたサービスの評価を行います。 

 

１５、記録・会議・研修等 

  介護職員、看護職員、機能訓練指導員、管理栄養士、生活相談員、介護支

援専門員、それぞれの担当職員が連携してサービスを提供していくために、

記録、申し送り、会議を充実させていきます。ひとりひとりの職員の資質

の向上を図り、責任を持って職務に従事できるよう、各種の研修を実施し

ます。 

サービス記録 

① 支援経過・・・ご利用者のひとりひとりの日々の状況、生活の様子に

ついて、各職種が記載します。 

② 業務日報・・・その日に行なったサービス全般について、各職種が記

載します。 

③ 各種チェック表・・・排泄、食事・水分摂取、入浴の状況について、

介護職員が記載します。 
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朝礼 
毎朝（８：３０～）各事業所からその日の予定を発表し、実施サービスの

確認を行います。 

申し送り 
毎日１回（８：４０）申し送りを実施し、口頭説明やサイボウズ等を使用

して職員に漏れなく、的確に伝達されるよう努めます。 

委員会活動 

施設サービス向上のため、以下の委員会を設置します。 

委員会は概ね３ヶ月に１回開催します。 

感染症対策委員会、事故防止・災害対策・身体拘束廃止委員会 

苦情対策委員会、入居判定委員会、サービス向上委員会 

行事委員会、広報委員会 

 

１６、実習生の受け入れ 

  社会福祉士・介護福祉士・介護職員基礎研修・教職員等の資格取得のため

の実習については、可能な限り受け入れていきます。 

 

１７、ボランティアの受け入れ 

  慰問ボランティア及びコミュニケーションボランティアの受入れを積極的

に行います。 

  ボランティアとのコミュニケーションを密にし、事前に面談をし、円滑に

活動が行なえるように配慮します。 
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【令和４年度 行事等予算書】 

 全体行事 予算額 内訳 

４ 花見 32,000円 ユニット費（26,000円）クラブ費（6,000円） 

５  32,000円 ユニット費（26,000円）クラブ費（6,000円） 

６ 紫陽花観賞 32,000円 ユニット費（26,000円）クラブ費（6,000円） 

７ 
七夕会 

そうめん流し 
52,000円 

七夕会（10,000円） 

ユニット費（36,000円）クラブ費（6,000円） 

8 納涼会 72,000円 
納涼会（30,000円） 

ユニット費（36,000円）クラブ費（6,000円） 

９ 敬老会 92,000円 
敬老会（50,000円） 

ユニット費（36,000円）クラブ費（6,000円） 

10 
開所記念日 

運動会 
62,000円 

開所記念日（10,000円）運動会（10,000円） 

ユニット費（36,000円）クラブ費（6,000円） 

11 
文化展 

紅葉狩り 
37,000円 

文化展（5,000円） 

ユニット費（26,000円）クラブ費（6,000円） 

12 
クリスマス会 

餅つき 
92,000円 

クリスマス会（50,000円）餅つき（10,000 円） 

ユニット費（26,000円）クラブ費（6,000円） 

１ 初詣 32,000円 ユニット費（26,000円）クラブ費（6,000円） 

２ 
節分 

バレンタイン 
52,000円 

節分（10,000円）バレンタイン（10,000円） 

ユニット費（26,000円）クラブ費（6,000円） 

３ ひな祭り 42,000円 
ひな祭り（10,000円） 

ユニット費（26,000円）クラブ費（6,000円） 

合計 629,000円 
全体行事費（205,000円） 

ユニット費（352,000円）クラブ費（72,000 円） 

  ※誕生日プレゼントについては、利用者 1人につき 1,500円の予算。 
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令和４年度 

デイサービスセンター 

庄の里「なごやか」 

（指定地域密着型通所介護事業） 

（日常生活支援総合事業） 

事業計画書 

社会福祉法人 和福祉会 
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１、基本理念 

  「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

２、目標 

 ①利用者の意思・人格を尊重し、利用者の立場に立ったサービスの提供を行

う。 
 
②利用者ひとりひとりの健康状態の把握に努める。 

 
③利用者の身体的機能維持に努める。 
 
④利用者が楽しめる親しみを感じる場を提供する。 
 
⑤関係部署との情報交換を積極的に行う。 

  

⑥感染症予防対策の徹底 

 

３、職員体制・職制・配置体制  

 

職種 職員数 勤務状態 

管理者 １名 認知症対応型デイサービスと兼務 

生活相談員 １名  

介護職  ３名  

看護職員兼機能訓練指導員 １名 認知症対応型デイサービスと兼務 

※１日に配置する職員数 

 

４、利用者定員・対象者 

  １日の利用定員 １５名(総合事業通所介護・通所介護） 

   総合事業通所介護・・・事業対象者、要支援１、要支援２ 

   通所介護・・・要介護１～５ 

  

５、サービス提供時間・営業日 

  ９：００～１６：１５ 月曜日、火曜日、木曜日、金曜日、土曜日 

休日・・・・水曜日・日曜日および年始（１／１～１／３） 

送迎範囲・・倉敷市 
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６、利用料 

① 総合事業通所介護   （1単位=10円）月額 

 サービス費 

事業対象者・要支援 1 １，６５５単位 

要支援 2 ３，３９３単位 

② 通所介護                   （1単位=10円）日額 

サービス費 ５－６Ｈ ６－７Ｈ ７－８Ｈ 

要介護 1 ６５５単位 ６７６単位 ７５０単位 
要介護 2 ６７６単位 ７９８単位 ８８７単位 
要介護 3 ８９３単位 ９２２単位 １，０２８単位 
要介護 4 １，０１０単位 １，０４５単位 １，１６８単位 
要介護 5 １，１３０単位 １，１６８単位 １，３０８単位 

  体制加算・個別加算については、指定地域密着型サービスに要する費用の

額の算定に関する基準を確認し、職員の状況・サービスの状況に合わせて

算定します。 

  食費･･･１食６１０円（行事食提供時は８４０円） 

 

７、サービス内容 

  日常生活上の援助（食事、入浴、排泄、）の基本サービスの提供、また送迎

サービスの提供、健康状態の確認、個別機能訓練の実施、栄養改善、口腔

機能向上、若年性認知症の利用者対象のサービス、生活相談員による介護

や生活等に関する相談及び援助。教養娯楽及びレクリエーション、趣味的

活動、行事等。 

 

８、相談活動、苦情相談窓口 

  ご利用者やご家族からの相談には、その都度対応し、ご利用者が安心して

利用できる環境づくりに努めていきます。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

① 運営上の相談・・・管理者、生活相談員 

② 処遇上の相談・・・生活相談員、介護職員 

③ 健康上の相談・・・看護師 

④ 食事・栄養管理上の相談・・・看護師 

⑤ リハビリについての相談・・・機能訓練指導員 

苦情相談窓口 

日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、

サービスの向上と改善を図ります。 

苦情受付窓口・・・生活相談員 

苦情受付対応時間・・・８時３０分～１７時３０分 
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９、記録・会議等 

  介護職員、看護職員、機能訓練指導員、生活相談員、それぞれの担当職員

が連携してサービスを提供していくために、記録、申し送り、会議を充実

させていきます。 

サービス記録 

① ケアレポート・・・その日に行なったサービス全般について、

介護職員及び看護職員が記載します。 

② 業務日報・・・その日の相談内容等は生活相談員が記載します。 

③ 各種チェック表・・・排泄、食事・水分摂取、入浴、余暇活動

の参加状況について、介護職員及び看護職員が記載します。 

朝礼 
毎朝（８：３０～）各事業所からその日の予定を報告し、実施サ

ービスの確認を行います。 

申し送り 

毎日１回（１７：１５～）申し送りを実施し、職員に漏れなく、

的確に伝達できるよう努めます。 

申し送りに参加出来ない職員については、申し送り簿やサイボウ

ズを使用して職員に周知できるよう努めます。 

会議 

デイサービス会議・・・毎月 1回 

運営推進会議・・・概ね 2ヶ月に 1回 

担当者会議・・・随時 

カンファレンス・・・随時 

委員会活動 

施設サービス向上のため、以下の委員会を設置します。 

委員会は概ね 3ヶ月に１回開催します。 

感染症対策委員会、事故防止・災害対策・身体拘束廃止委員会 

苦情対策委員会、広報委員会 

 

１０、職員研修 

ひとりひとりの職員の資質の向上を図り、責任を持って職務に従事できるよう、 

各種の研修会には出来る限り参加します。また、各種資格の取得を促し、資格 

取得者の増加を図ります。 

  施設内研修・・・2ヶ月に 1回開催 

 

１１、行事 

  誕生日会・・・毎月１回 

  行事食・・・毎月 2回 

  事業所外サービス・・・毎月予定（ケアプランに基づき、機能訓練を目的 

  とし実施します。） 

  その他、月ごとに応じた行事を企画実施します。（別紙参照） 
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１２、防災対策 

緊急避難訓練、消火訓練等の防火訓練の年間計画に基づき実施します。 

また、水害対策の訓練等も同時に実施します。 

  避難訓練・・・４月、１０月（年２回） 

 

１３、ボランティア 

  慰問ボランティア及びコミュニケーションボランティアの受入れを積極的

に行います。 

  ボランティアとのコミュニケーションを密にし、事前に面談をし、円滑に

活動が行なえるように配慮します。 

 

１４、広報活動 

  ホームページにて、最新の情報を伝えていきます。 

  デイサービスだより（行事予定表・献立表）の配布。 

  施設広報誌の配布。（年４回） 

福祉関係、他事業所、地域住民との交流機会には可能な限り参加を行ない、 

交流促進を図ります。 

 

１５、満足度アンケート 

年に１回調査を実施し、より良いサービスの提供が行えるように、業務・

運営や対応方法の改善に役立てます。 

 

１６、実習生の受け入れ 

社会福祉士・介護福祉士等の資格取得のための実習生については可能な限

り受け入れていきます。 
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【令和４年度 年間計画】 

 行  事 運  営 

４ 花見 避難訓練 

５  運営推進会議 

６ 紫陽花観賞  

７ 七夕会 運営推進会議 

８ 納涼会  

９ 敬老会 運営推進会議 

10 開所記念日・運動会 避難訓練 

11 文化展・紅葉狩り 運営推進会議 

12 クリスマス会・忘年会・餅つき  

１ 初詣・新年会 運営推進会議 

２ 節分・梅観賞 満足度アンケート実施 

３ ひな祭り 運営推進会議 

【備考】 

・ この他、毎月散策等の外出行事、誕生日会の行事を実施します。 

・ 年間行事、外出行事、誕生日会等は、行事計画書、報告書を提出します。 

・ 材料費等（利用者負担）で一時的に予算が発生するプログラムの際は、

デイリープログラムを作成します。 

・ 上記記載以外で行事の立案がある場合は、起案書を提出します。 
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【令和４年度 行事等予算書】 

 全体行事 予算額 内訳 

４ 花見 39,000円 
花見（5,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

５  34,000円 運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

６ 紫陽花観賞 34,000円 運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

７ 七夕会 37,000円 
七夕会（3,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

8 納涼会 39,000円 
納涼会（5,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

９ 敬老会 44,000円 
敬老会（10,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

10 
開所記念日 

運動会 
42,000円 

開所記念日（5,000円）運動会（3,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

11 
文化展 

紅葉狩り 
37,000円 

文化展（3,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

12 

クリスマス会 

餅つき 

忘年会 

46,000円 
クリスマス会（7,000円）忘年会（5,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

１ 
初詣 

新年会 
39,000円 

新年会（5,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

２ 
節分 

梅鑑賞 
37,000円 

節分（3,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

３ ひな祭り 37,000円 
ひな祭り（3,000円） 

運営費等（29,000円）創作材料費（5,000円） 

合計 465,000円 
行事費（57,000円） 

運営費等（348,000円）創作材料費（60,000 円） 

  ※誕生日プレゼントについては、利用者 1人につき 1,500円の予算。 
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令和４年度 

認知症対応型デイサービスセンター 

庄の里「なごやか」 

（指定認知症対応型通所介護事業） 

（指定介護予防認知症対応型通所介護事業） 

事業計画書 

社会福祉法人 和福祉会 
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１、基本理念 

「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

２、目標 

①利用者・家族の思いを受け止め、サービスに反映する。 
 
②落ち着いて過ごせる環境作りを行い、利用者ひとりひとりに応じた対応を 
常に行う。 

③自己決定、自立支援、認知症進行の予防・意欲向上に努める。 
 
④心地よい思いを残せるサービスの提供を行う。 
 
⑤関係部署や家族との情報交換、共有を常に行う。 
 
⑥感染症予防対策の徹底 
 

３、職員体制・職制・配置体制  

 

職種 職員数 勤務状態 

管理者 １名 地域密着型通所介護と兼務 

生活相談員  １名  

介護職 ２名  

看護職員兼機能訓練指導員  １名 地域密着型通所介護と兼務 

                     ※１日に配置する職員数 

 

４、利用者定員・対象者 

   １日の利用定員 １２名(介護予防認知症対応型通所介護及び認知症対応型通所介護） 

   介護予防認知症対応型通所介護(予防給付）・・・要支援 1・2 

   認知症対応型通所介護(介護給付）    ・・・要介護 1～5 

 

５、サービス提供時間・営業日 

  ９：００～１６：１５ 毎週月曜日～土曜日 

休日・・・日曜および年始（１／１～１／３） 

送迎範囲・・・倉敷市 
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６、利用料 

①介護予防認知症対応型通所介護単位表（予防給付） （1単位=10円）日額 

サービス費 ５－６Ｈ ６－７Ｈ ７－８Ｈ 

要支援１ ６６６単位 ６８３単位 ７７１単位 
要支援２ ７４２単位 ７６１単位 ８６２単位 

②認知症対応型通所介護単位表（介護給付）     （1単位=10円）日額 

サービス費 ５－６Ｈ ６－７Ｈ ７－８Ｈ 

要介護 1 ７６９単位 ７８８単位 ８９２単位 
要介護 2 ８５２単位 ８７４単位 ９８７単位 
要介護 3 ９３４単位 ９５８単位 １，０８４単位 
要介護 4 １，０１４単位 １，０４０単位 １，１８１単位 
要介護 5 １，０９７単位 １，１２５単位 １，２７６単位 

  体制加算・個別加算については、指定地域密着型サービスに要する費用の

額の算定に関する基準を確認し、職員の状況・サービスの状況に合わせて

算定します。 

食費･･･１食６１０円（行事食提供時は８４０円） 

 

７、サービス内容 

  日常生活上の援助（食事、入浴、排泄、）の基本サービスの提供、また送迎

サービスの提供、健康状態の確認、個別機能訓練の実施、栄養改善など、

認知症利用者の生活機能向上のサービス、生活相談員による介護や生活等

に関する相談及び援助。教養娯楽及びレクリエーション、趣味的活動、行

事等。 

 

８、相談活動、苦情相談窓口 

  ご利用者やご家族からの相談には、その都度対応し、ご利用者が安心して

利用できる環境づくりに努めていきます。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

① 運営上の相談・・・管理者、生活相談員 

② 処遇上の相談・・・生活相談員、介護職員 

③ 健康上の相談・・・生活相談員、看護職員 

④ 食事・栄養管理上の相談・・・生活相談員 

⑤ リハビリについての相談・・・機能訓練指導員 

苦情相談窓口 

日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、

サービスの向上と改善を図ります。 

苦情受付窓口・・・生活相談員 

苦情受付対応時間・・・８時３０分～１７時３０分 
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９、記録・会議等 

  介護職員、機能訓練指導員、生活相談員、それぞれの担当職員が連携して

サービスを提供していくために、記録、申し送り、会議を充実させていき

ます。 

サービス記録 

① ケアレポート・・・その日に行なったサービス内容等につい

て、介護職員が記載します。 

② 業務日報・・・その日の相談内容等は生活相談員が記載しま

す。 

③ 各種チェック表・・・排泄、食事・水分摂取、入浴、余暇活

動の参加状況について、介護職員及び機能訓練指導員が記載

します。 

朝礼 
毎朝（８：３０～）各事業所からその日の予定を報告し、実施サ

ービスの確認を行います。 

申し送り 

毎日１回（１７：１５～）申し送りを実施し、職員に漏れなく、

的確に伝達できるよう努めます。 

申し送りに参加出来ない職員については、申し送り簿やサイボウ

ズを使用して職員に周知できるよう努めます。 

会議 

デイサービス会議・・・毎月 1回 

運営推進会議・・・概ね 2ヶ月に 1回 

担当者会議・・・随時 

カンファレンス・・・随時 

委員会活動 

施設サービス向上のため、以下の委員会を設置します。 

委員会は概ね３ヶ月に１回開催します。 

感染症対策委員会、事故防止・災害対策・身体拘束廃止委員会 

苦情対策委員会、広報委員会 

 

１０、職員研修 

ひとりひとりの職員の資質の向上を図り、責任を持って職務に従事できるよ

う、各種の研修会には出来る限り参加します。また、各種資格の取得を促し、

資格取得者の増加を図ります。 

  施設内研修・・・2ヶ月に 1回開催 

 

１１、行事 

  誕生日会・・・毎月１回 

  行事食・・・毎月 2回 

  事業所外サービス・・・毎月予定（ケアプランに基づき、機能訓練を目的 

  とし実施します。）その他、月ごとに応じた行事を企画実施します。 
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１２、防災対策 

緊急避難訓練、消火訓練等の防火訓練の年間計画に基づき実施します。 

また、水害対策の訓練等も同時に実施します。 

  避難訓練・・・４月、１０月（年２回） 

 

１３、ボランティア 

  慰問ボランティア及びコミュニケーションボランティアの受入れを積極的

に行います。 

  ボランティアとのコミュニケーションを密にし、事前に面談をし、円滑に

活動が行なえるように配慮します。 

 

１４、広報活動 

  ホームページにて、最新の情報を伝えていきます。 

  デイサービスだより（行事予定表・献立表）の配布。 

  施設広報誌の配布。（年４回） 

福祉関係、他事業所、地域住民との交流機会には可能な限り参加を行ない、 

交流促進を図ります。 

 

１５、満足度アンケート 

年に１回調査を実施し、より良いサービスの提供が行えるように、業務・

運営や対応方法の改善に役立てます。 

 

１６、実習生の受け入れ 

社会福祉士・介護福祉士等の資格取得のための実習生については可能な限

り受け入れていきます。 
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【令和４年度 行事】 

 行  事 運  営 

４ 花見 避難訓練 

５ 皐月観賞 運営推進会議 

６ 紫陽花観賞  

７ 七夕会 運営推進会議 

８ 納涼会  

９ 敬老会 運営推進会議 

10 開所記念日・運動会 避難訓練 

11 文化展・紅葉狩り 運営推進会議 

12 クリスマス会・忘年会  

１ 初詣・新年会 運営推進会議 

２ 節分 満足度アンケート実施 

３ ひな祭り・食事会 運営推進会議 

 

【備考】 

・ この他、毎月散策等の外出行事、誕生日会の行事を実施します。 

・ 年間行事、外出行事、誕生日会等は、行事計画書、報告書を提出します。 

・ 材料費等（利用者負担）で一時的に予算が発生するプログラムの際は、

デイリープログラムを作成します。 

・ 上記記載以外で行事の立案がある場合は、起案書を提出します。 
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【令和４年度 行事等予算書】 

 全体行事 予算額 内訳 

４ 花見 39,000円 
花見（5,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

５ 皐月観賞 34,000円 
皐月観賞（3,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

６ 紫陽花観賞 34,000円 
紫陽花観賞（5,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

７ 七夕会 37,000円 
七夕会（3,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

8 納涼会 39,000円 
納涼会（3,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

９ 敬老会 44,000円 
敬老会（5,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

10 
開所記念日 

運動会 
42,000円 

開所記念日（5,000円）運動会（3,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

11 
文化展 

紅葉狩り 
37,000円 

文化展（3,000円）紅葉狩り（5,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

12 

クリスマス会 

餅つき 

忘年会 

46,000円 
クリスマス会（5,000円）忘年会（3,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

１ 
初詣 

新年会 
39,000円 

初詣（1,000円）新年会（1,500円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

２ 節分 37,000円 
節分（1,500円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

３ ひな祭り 37,000円 
ひな祭り（2,000円） 

運営費等（27,500円）創作材料費（2,500円） 

合計 414,000円 
行事費（54,000円） 

運営費等（330,000円）創作材料費（30,000 円） 
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令和４年度

庄なかよし小規模保育園

   事業計画書

社会福祉法人 和福祉会 
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１、基本理念 

  「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

２、目標 

  家庭的環境のもとで、保育士との信頼関係を築きながら基本的な生活習慣を身に

付け、心身共に健康な身体を育てる。 

  ・心身ともに豊かな子ども 

  ・元気いっぱいあそぶ子ども 

  ・あいさつができる子ども 

  ・思いやりのある子ども 

 

３、職員体制・職制・配置体制 

職種 職員数 

園長 １名 

主任保育士 １名 

保育士  ７名 

調理補助・保育補助 １名 

 

４、定員 

  定員 １９名（０歳；６名 １歳；６名 ２歳；７名） 

 

５、保育時間 

  午前７時～午後７時 

 

６、勤務時間 

  園長      日勤    ８：３０～１７：３０ 

  主任      日勤    ８：３０～１７：３０ 

          早１    ７：００～１６：００ 

          早３    ８：００～１７：００ 

遅出    ９：００～１８：００ 

          遅１    １０：００～１９：００ 

  保育士      日勤    ８：３０～１７：３０ 

          早１    ７：００～１６：００ 

早３    ８：００～１７：００ 

遅出    ９：００～１８：００ 

          遅１    １０：００～１９：００ 
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７、保育内容 

子どもの最善の利益を考慮し、人権に配慮した保育を行う為に、全国保育士会倫 

理綱領をもとに保育に取り組みます。 

保育所保育指針に沿って保育を展開し、乳児保育の充実、自己評価、反省をし、 

課題に向け保育を展開します。全体的な計画（保育課程）、年間・月・週案 

日案・個人指導計画等を立案し、保育を実施し課題・改善に取り組みます。 

乳児保育は、一人一人の発達に即した援助を行い、担当保育を実践します。  

緩やかな育児担当保育を取り入れ、一人一人の子どもと深く関わり、子どもの 

人権と主体性を尊重し丁寧な保育を行います。 

保育所保育指針の「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を意識して保 

育を構想し、実施します。 

 

８、健康管理 

  園児が健康で快適な生活を送れるよう健康管理に努めます。 

日常の健康管理 
園児の健康状態の細かな観察に努め、協力医療機関への連

絡、職員間の情報交換を図りながら、健康維持に努めます。 

内科健診 年２回、協力医療機関にて内科検診を実施します。 

身体計測 毎月１回実施します。 

食事量の把握 毎日、食事の摂取量を把握します。 

服薬 
医師の診察のもと、病状に応じて、処方された薬を適格に服

薬していただきます。 

医療機関との連携 

協力医療機関や園児のかかりつけ医との連携を密にし、日常

の健康管理について適切な指示を得るとともに、緊急時の受

け入れ先についても調整します。 

感染症等の予防対策 

風邪やインフルエンザ対策として、うがいや手洗いアルコー

ル消毒の励行等の周知に努めます。食中毒等は、とくにその

予防に努めていきます。また、給食担当職員の検便を毎月実

施します。 

職員の健康管理 
年１回の職員健康診断を実施するとともに、日々、職員の健

康管理に努めます。 
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９、季節行事・余暇活動等 

  園児に季節感を味わっていただくため、季節ごとの行事を実施するとともに、内

容の充実を図り、園児が楽しく参加できるようにします。また、地域との交流に

力を注ぐとともに、地域の学校をはじめとする団体・個人による訪問を積極的に

受け入れます。 

季節行事 

４月（こどもの日）５月（芋苗植え）７月（七夕会）８月（夏祭り） 

９月（お月見会） １０月（運動会ごっこ・お芋ほり・ハロウィン） 

１２月（クリスマス会）１月（新年にこにこ会）２月（豆まき会） 

３月（ひな祭り会） 

誕生日会 毎月誕生日会を行います。 

地域交流 
「庄保育園」との交流会を毎月実施。「つどいの家」との交流会を定

期的に行います。 

その他 
外部講師による絵本の読み聞かせ・食育の日の集い・庄保育園との交

流会を毎月行います。 

 

１０、相談活動、苦情相談窓口 

  保護者からの相談には、その都度対応し、園児が安心して生活できる環境づくり

に努めていきます。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

①管理運営上の相談・・・園長 

②処遇上の相談・・・園長・主任・保育士 

苦情相談窓口 
日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、サ

ービスの向上と改善を図ります。 

 

１１、事故防止、防災対策等 

  園児が安全かつ快適に生活できるよう、建物設備等の維持管理、事故の防止、急

変時等の緊急対応の迅速化、および防災対策の充実に努めます。 

建物設備等の維

持管理 

建物設備等を清潔、快適性、利便性、安全性の視点から常に点検し、

その維持管理、改善に努めます。 

防災対策 

防災機器の定期的な点検を行うとともに、災害時に迅速かつ冷静な判

断、行動ができるよう、災害・消火避難訓練を毎月実施します。 

（年１回、１１月末か１２月初めに庄保育園・小学校・中学校と合同避難訓練実施） 

不審者対応 不審者対応の訓練を年３回実施します。 
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１２、記録 

  園児一人一人の日々の状況、生活の様子を保育士が記録します。 

 

１３、研修 

  ひとりひとりの職員の資質と意識の向上を図り、責任を持って職務に従事できる

よう、各種の研修を実施します。又、外部研修についても積極的に参加させます。 
 

【令和４年度 年間計画】 

 行事 運営 

４月 
入園式 

こどもの日の集い・誕生日会 

家庭訪問（個人懇談） 

移動図書 

５月 

誕生日会 

芋苗植え 

保育参観日 

移動図書 

６月 
誕生日会 

つどいの家との交流会 

歯科健診 

内科健診 

移動図書 

７月 
七夕会・誕生日会 

水遊び開始 
移動図書 

８月 
夏祭り・誕生日会 

つどいの家との交流会 
移動図書 

９月 
つどいの家との交流会（敬老会） 

お月見会・誕生日会 

個人懇談 

移動図書 

１０月 

運動会ごっこ 

お芋ほり 

誕生日会・ハロウィンパーティー 

個人懇談 

移動図書 

１１月 
保育参観日 

誕生日会 
移動図書 

１２月 クリスマス会・誕生日会 
内科健診 

移動図書 

１月 
誕生日会 

新年にこにこ会 
移動図書 

２月 豆まき会・誕生日会 移動図書 

３月 
ひなまつり会・誕生日会 

卒園式、お別れ会 

新入児健康診断 

移動図書 
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令和４年度

倉敷市庄保育園

   事業計画書

社会福祉法人 和福祉会 
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１、基本理念 

  「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

２、目標 

  一人一人の子供を大切にし、集団生活を通して豊かな人間性を育てる。 

  ・心身共に健康な子ども 

  ・心豊かな子ども 

  ・意欲ある子ども 

 

３、職員体制・職制・配置体制 

職種 職員数 職種 職員数 

園長 １名 栄養士 ２名 

主任保育士 １名 調理員 ６名 

保育士（パート保育士）  ２７名 事務員 １名 

用務員 1名   

 

４、定員 

  定員 １７０名 

（０歳；１９名 １歳；２０名 ２歳；２８名 ３歳；２５名 ４歳；４０名 ５歳；３８名） 

 

５、保育時間 

  午前７時～午後７時 

 

６、勤務時間 

  園長      日勤    ８：３０～１７：３０ 

  主任      早出    ６：４５～１５：４５  

          早出１   ７：００～１６：００ 

          早出２   ７：４５～１６：４５ 

          日勤１   ８：００～１７：００ 

          日勤２   ８：１５～１７：１５ 

          日勤    ８：３０～１７：３０ 

          遅出    ９：００～１８：００ 

          遅出１   ９：３０～１８：３０ 

遅出２   １０：００～１９：００ 

  保育士      早出    ６：４５～１５：４５  

          早出１   ７：００～１６：００ 

          早出２   ７：４５～１６：４５ 
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          日勤１   ８：００～１７：００ 

          日勤２   ８：１５～１７：１５ 

          日勤    ８：３０～１７：３０ 

          遅出    ９：００～１８：００ 

          遅出１   ９：３０～１８：３０ 

遅出２   １０：００～１９：００ 

 

           

  栄養士・調理員 日勤１   ７：４５～１６：４５ 

          日勤２   ８：００～１７：００ 

          日勤３   ８：１５～１７：１５ 

          日勤４   ８：３０～１７：３０ 

  事務員     日勤    ８：３０～１７：３０ 

  用務員           ９：３０～１５：３０ 

 

７、保育内容 

子どもの最善の利益を考慮し、人権に配慮した保育を行う為に、全国保育士会倫 

理綱領をもとに保育に取り組みます。 

保育所保育指針に沿って保育を展開し、乳児保育の充実、自己評価、反省をし、 

課題に向け保育を展開します。全体的な計画（保育課程）、年間・月・週・日

案・個人指導計画等を立案し、保育を実施し課題・改善に取り組みます。 

乳児保育は、一人一人の発達に即した援助を行い、担当制保育を実践します。緩 

やかな担当制を取り入れ、一人一人の子どもに深く関わり、子どもの人権と主体 

性を尊重し丁寧な保育を行います。 

保育所保育指針の「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を意識して保 

育を構想し、実施します。 

 

８、健康管理 

  園児が健康で快適な生活を送れるよう健康管理に努めます。 

日常の健康管理 
園児の健康状態の細かな観察に努め、協力医療機関への連

絡、職員間の情報交換を図りながら、健康維持に努めます。 

内科検診 年２回、協力医療機関にて内科検診を実施します。 

身体測定 毎月１回実施します。 

食事量の把握 毎日、食事の摂取量を把握します。 

服薬 
医師の診察のもと、病状に応じて、処方された薬を適格に服

薬していただきます。 
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医療機関との連携 

協力医療機関や園児のかかりつけ医との連携を密にし、日常

の健康管理について適切な指示を得るとともに、緊急時の受

け入れ先についても調整します。 

感染症等の予防対策 

風邪やインフルエンザ対策として、うがいや手洗いの励行等

の周知に努めます。食中毒等は、とくにその予防に努めてい

きます。また、給食担当職員の検便を毎月実施します。 

職員の健康管理 
年２回の職員健康診断を実施するとともに、日々、職員の健

康管理に努めます。 

 

９、季節行事・余暇活動等 

  園児に季節感を味わっていただくため、季節ごとの行事を実施するとともに、内

容の充実を図り、園児が楽しく参加できるようにします。また、地域との交流に

力を注ぐとともに、地域の学校をはじめとする団体・個人による訪問を積極的に

受け入れます。 

季節行事 

５月（子どもの日・芋苗植え）７月（七夕会・夏祭り） 

９月（運動会） １０月（お芋ほり） １１月（秋の遠足） 

１２月（クリスマス会） ２月（豆まき会） ３月（ひな祭り会） 

誕生日会 毎月誕生日会を行います。 

地域交流 

「庄なかよし小規模保育園」との交流会を毎月実施。 

「つどいの家」との交流会を定期的に行います。 

「中学校」とのチャレンジワークとして中学２年生の生徒３～５名が３ 

日間保育体験を実施。 

「中学校」との保育体験学習として中学３年生の生徒が家庭科の授業で 

来園し保育体験を実施。 

交通安全対策協議会として春・秋の安全テント村などを行います。 

小中学校区青少年を育てる会として園周辺の清掃を行います。 

庄学区地域活動促進協議会として（１０月か１１月の日曜日）に庄ふれ 

あいまつりに参加します。 

庄中学校区人権学習推進委員会を庄公民館にて実施します。 

異文化ふれあい

交流 
異文化ふれあい交流を月４回実施します。（３・４・５歳児） 

お茶会 年３回実施します。（５歳児） 
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その他 
外部講師による絵本の読み聞かせや食育の日の集いを毎月行います。 

 

 

１０、相談活動、苦情相談窓口 

  保護者からの相談には、その都度対応し、園児が安心して生活できる環境づくり

に努めていきます。 

個別相談 

ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

①管理運営上の相談・・・園長 

②処遇上の相談・・・園長・主任保育士・保育士 

苦情相談窓口 
日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、サ

ービスの向上と改善を図ります。 

保護者会役員会 保護者会役員会を年５回実施します。 

小中学校区校  

園長会 

年６回程度、保・幼・小・中の校長・園長が集まり連携についての話

し合いや情報交換を行う。 

 

 

１１、事故防止、防災対策等 

  園児が安全かつ快適に生活できるよう、建物設備等の維持管理、事故の防止、急

変時等の緊急対応の迅速化、および防災対策の充実に努めます。 

建物設備等の維

持管理 

建物設備等を清潔、快適性、利便性、安全性の視点から常に点検し、

その維持管理、改善に努めます。 

防災対策 
防災機器の定期的な点検を行うとともに、災害時に迅速かつ冷静な判

断、行動ができるよう、災害・消火避難訓練を毎月実施します。 

不審者対応 
不審者対応の訓練を年３回実施します。 

（年１回、庄なかよし小規模保育園と合同訓練を実施） 

避難訓練 
避難訓練を毎月実施します。 

（年１回、１１月末か１２月初めに小中学校と合同避難訓練実施） 

交通安全教室 市の交通安全課に依頼し実施します。（４・５歳児） 
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１２、記録 

  園児一人一人の日々の状況、生活の様子を保育士が記録します。 

 

１３、研修 

  ひとりひとりの職員の資質と意識の向上を図り、責任を持って職務に従事できる

よう、各種の研修を実施します。又、外部研修についても積極的に参加させます。 
 

 

【令和４年度 年間計画】 

 行事 運営 

４月 

進級式、お迎え会 

れんげ摘み（５歳児）、お花見給食（5歳児） 

子どもの日のつどい（3・4・5歳児） 

異文化交流 

個人懇談 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

５月 

親子遠足、芋の苗植え（５歳児） 

幼年消防クラブ結成式（４・５歳児） 

消防自動車見学 

異文化交流 

個人懇談 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

６月 

こども園との交流会（５歳児） 

園医健診、歯科検診（全年齢） 

耳鼻科検診、尿検査（４・５歳児） 

保育参観（３歳児以上） 

個人懇談 

異文化交流 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

７月 

プール開き（３歳児以上） 

七夕会（３歳児以上） 

人形劇観劇（５歳児） 

夏まつり（全学年） 

一年生お招き会（５歳児） 

異文化交流 

個人懇談（５歳児） 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

８月 
 

プール納め（３歳児以上） 

異文化交流 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

９月 
 

運動会（３児以上） 

絵本読み聞かせ 

異文化交流 

避難訓練 

１０月 

人権フェスタ（５歳児） 

お芋掘り（５歳児） 

こども園との交流会（５歳児） 

就学時健康診断（５歳児） 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

異文化交流 
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１１月 

秋の遠足（全年齢） 

庄ふれあいまつり 

ワクワクフェスティバル（５歳児） 

 

園医健診（全年齢） 

保育参観日（全年齢） 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

異文化交流 

１２月 

生活発表会（３歳児以上） 

ミニ発表会（３歳児以上） 

クリスマス会（３歳児以上） 

こども園との交流会（５歳児） 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

異文化交流 

１月 

新年にこにこ会（３歳児以上） 

こども園との交流会（５歳児） 

人形劇 

郵便ごっこ 

記念撮影（５歳児） 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

異文化交流 

２月 

豆まき会（３歳児以上） 

お別れ遠足（３歳児以上） 

小学校１日入学（５歳児） 

小学５年生との交流会（５歳児） 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

異文化交流 

３月 

ひなまつり会（３歳児以上） 

こども園との交流会（４歳児） 

お別れ会（３歳児以上） 

卒園式（５歳児） 

新入園児健康診断 

絵本読み聞かせ 

避難訓練 

異文化交流 
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令和４年度

庄学区仲よし児童育成クラブ

   事業計画書

社会福祉法人 和福祉会 
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１、基本理念 

  「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」 

 

２、目標 

  「安心で安全な生活の場」 「楽しい遊びの場」 「自主的に行える学びの場」 

 

３、職員体制・職制・配置体制 

 

職種 職員数 

支援員 １名 

補助員 ２名 

  ※上記の職員を１クラブごとに配置する。 

 

４、定員 

  定員２００名（１クラブ 定員４０名 合計５クラブ） 

 

５、開所時間 

  平日  １４：００ ～ １８：００ 

  土曜日  ８：１５ ～ １７：００ 

  長休日  ８：１５ ～ １８：００ 

 

６、勤務時間 

  支援員・補助員  平日 １４：００ ～ １８：００ 

           土曜日 ８：００ ～ １７：００ 

長休日 ８：００ ～ １８：００ 

  土曜日・長休日については、シフト調整を行う。 

延長利用の場合は、上記時間外の対応も行う。 

 

７、保育内容 

小学校に就学している児童であって，その保護者が労働等により昼間家庭にいな 
いものにつき，家庭，地域等との連携の下，発達段階に応じた主体的な遊び及び 
生活が可能となるよう，当該児童の自主性，社会性及び創造性の向上，基本的な 
生活習慣の確立等を図り，児童の健全な育成を図ることを目的とする。 

 

８、健康管理 

  児童が安心で安全な生活を送れるよう健康管理に努めます。 
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日常の健康管理 
職員間の情報交換を図りながら、児童の健康状態の細かな観

察に努めます。 

服薬 
医師の診察のもと、病状に応じて、処方された薬を適格に服

薬していただきます。 

医療機関との連携 
児童のかかりつけ医を把握し、緊急時の受け入れ先について

可能な限り調整します。 

感染症等の予防対策 

感染症予防対策として、うがいや手洗いアルコール消毒の励

行等の周知に努めます。食中毒等は、とくにその予防に努め

ていきます。 

職員の健康管理 
年１回の職員健康診断を実施するとともに、日々、職員の健

康管理に努めます。 

 

９、季節行事・余暇活動等 

  児童に季節感を味わっていただくため、季節ごとの行事を実施するとともに、内

容の充実を図り、児童が楽しく参加できるようにします。 

 

季節行事 年間行事計画参照 

誕生日会 毎月誕生日会を行います。 

 

１０、相談活動、苦情相談窓口 

  保護者からの相談には、その都度対応し、園児が安心して生活できる環境づくり

に努めていきます。 

 

個別相談 
ご相談の内容に応じて、以下の職員が対応します。 

①処遇上の相談・・・支援員 

苦情相談窓口 
日常の相談とは別に、とくにご要望・苦情に関しての窓口を設け、サ

ービスの向上と改善を図ります。 

 

１１、事故防止、防災対策等 

  児童が安全かつ快適に生活できるよう、建物設備等の維持管理、事故の防止、急

変時等の緊急対応の迅速化、および防災対策の充実に努めます。 
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建物設備等の維

持管理 

建物設備等を清潔、快適性、利便性、安全性の視点から常に点検し、

その維持管理、改善に努めます。 

防災対策 
防災機器の定期的な点検を行うとともに、災害時に迅速かつ冷静な判

断、行動ができるよう、災害・消火避難訓練を年１回実施します。 

不審者対応 不審者対応の訓練を年１回実施します。 

 

１２、記録・会議 

  支援員、補助員それぞれの担当職員が連携して保育を提供していくために、記

録、申し送り、会議を充実させていきます。 

 

１３、研修 

  ひとりひとりの職員の資質と意識の向上を図り、責任を持って職務に従事できる

よう、各種の研修を実施します。又、外部研修についても積極的に参加します。 
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【令和４年度 年間計画】 

 行  事 運  営 

４月 
入所式 

誕生日会 
 

５月 誕生日会  

６月 誕生日会  

７月 
七夕会 

誕生日会 
 

８月 

お楽しみ会 

工作教室 

誕生日会 

避難訓練 

９月 誕生日会 運営状況報告会議 

１０月 
ハロウィン 

誕生日会 
 

１１月 誕生日会 不審者対応訓練 

１２月 
クリスマス会 

誕生日会 
 

１月 誕生日会  

２月 
節分・バレンタイン 

誕生日会 
 

３月 

ひな祭り 

お別れ会 

誕生日会 

運営状況報告会議 

【備考】 

・ 上記記載以外で行事の立案がある場合は、起案書を提出します。 
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【令和４年度 行事予算書】 

 行  事 予算額 備考 

４月    

５月    

６月    

７月 七夕会 50,000円 10,000円×5クラブ 

８月 

お楽しみ会 450,000円 90,000円×5クラブ 

おやつ作り 25,000円 5,000円×5クラブ 

工作教室 250,000円 50,000円×5クラブ 

９月    

１０月 ハロウィン 50,000円 10,000円×5クラブ 

１１月    

１２月 クリスマス会 350,000円 70,000円×5クラブ 

１月 創作クラブ 50,000円 10,000円×5クラブ 

２月 

節分 50,000円 10,000円×5クラブ 

バレンタイン 50,000円 10,000円×5クラブ 

３月 
ひな祭り 50,000円 10,000円×5クラブ 

お別れ会 600,000円 120,000円×5クラブ 

合計 1,975,000円 1クラブ年間 395,000円 

 

※行事予算とは別に毎月の運営費 30,000円（1クラブ） 
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